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壱丁田遺跡発掘調査報告書
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宙宜　は　助　に

出雲市高松地区は、市内でもどちらかと言えば遺跡が少ない地域です。それ

は、『出雲国風土記』に記されているように、高松地区一帯が「神門水海」に

広く覆われていたことと大きな関連があります。

しかし、「神門水海」周辺の微高地上には白枝荒神遺跡や天神遺跡などが所

在し、生活に適した地域であったことが知られています。

壱丁田遺跡は、これまで遺跡としては知られていなかった地域でしたが、今

回の出雲市駅前白枝線街路事業に伴って遺跡の一部を発掘調査した結果、古墳

時代の遺構や近世の墓地などが検出されたことは、この地域における人々の生

活の起源を探るうえでも貴重な発見となりました。

本書はその報告書ですが、郷土の歴史をひもとく鍵として広く活用されれば

幸いに存じます。最後に、発掘調査にあたり、ご指導、ご協力を賜りました関

係者の皆様に心からお礼申し上げます。

平成10年3月

出雲市教育委員会

教育長　多　久　　　博



例　　　言

上　本書は、出雲市都市整備課の委託を受け、出雲市教育委員会が平成7年度に実施した出雲市駅前

白枝線街路事業に伴う壱丁田遺跡発掘調査の報告書である。

2．発掘調査は、下記の期間において実施した。

平成7年（1995）11月1日～平成8年（1996）3月28日

3．発掘調査を行った地番は、次の通りである。

出雲市白枝町字壱丁田455番地ほか

4．調査は、次の組織で行った。

平成7年度

〔調査指導者〕

〔事　務　局〕

〔調　査　員〕

平成8年度

〔調査指導者〕

〔事　務　局〕

〔調　査　員〕

平成9年度

〔調査指導者〕

〔事　務　局〕

〔調　査　員〕

広江　耕史（島根県教育委員会文化課主事）

伊藤　　薫（都市整備課長）、野津　建一（文化◎スポーツ課長）

岸　　道三（文化のスポーツ課主事）

岩橋　孝典（島根県教育委員会埋蔵文化財課主事）

大野　　努（都市整備課長）、後藤　政司（文化振興課長）

岸　　道三（文化振興課副主任主事）

岩橋　孝典（島根県教育委員会埋蔵文化財課主事）

後藤　政司（文化振興課長）

岸　　道三（文化振興課副主任主事）、高橋　智也（同　主事）

糸賀　伸文（同　臨時職員）、石橋　弥生（同　臨時職員）

5．本書で使用した遺構略号は、次の通りである。

SD一溝、SK－土坑、P－ピット、SX一落ち込み状遺構

6．本書で使用した方位は磁北を示す。

7．本遺跡の出土遺物及び実測図、写真は出雲市教育委員会で保管している。

8．本書掲載の遺物実測図及び写真撮影については、岸が大部分行ったが、一部については高橋、糸

賀、石橋が行った。



9．本書の執筆◎編集は、上記調査員の協力を得て岸が行った。

10．発掘調査及び遣物整理にあたり、次の方々に御指導、御協力を賜った。

西尾　克己（島根県教育委員会埋蔵文化財課主幹）、柳浦　俊一（同　文化財保護主事）

岩橋　孝典（同　主事）、烏谷　芳雄（島根県埋蔵文化財調査センター主幹）

椿　　真治（同　文化財保護主事）、広江　耕史（同　文化財保護主事）

守岡　正司（同　主事）

11．発掘調査にあたっては、次の方々に従事して頂いた。

佐藤　保信　　鐘推　蔵吉　　片山　　修　　米山　清司　　山田　恭代　　成相　律子

森脇　　宏　　大森長一郎　　原　　昭枝　　杉原　嘉二　　鎌田　　悟　　小白金廣巳

馬庭　　繁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛

12．遺物整理、報告書作成作業については、次の方々に従事して頂いた。

吹野　初子　　鵜口　令子　　遠藤　恭子　　飯囲　陽子　　川谷　真弓　　太田　和子

荒木恵理子　　石川　桂子　　佐藤　三鈴　　岡野　和栄
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I．位置と環境

（1）位　置（第1図）
いっちょうだ

壱丁田遺跡は、山陰屈指の規模を有する出雲平野のはぼ中央、出雲市白枝町字壱丁田に所在し、平

成6年に都市計画道路「出雲市駅前白枝線」街路事業に伴う試掘調査によって新たに発見された遺跡

である。

『高松村誌』（1）によれば「壱丁田」という字名は、「此の辺に上小路・中小路・下小路の三小路が北

へ通じ、丁は町にして豪族の木戸等に名づくるを例とせり。一町歩程の田という名に非ざるべし。」と

記されている。

付近の集落遺跡としては、南には弥生時代から近世に至るまでの大複合集落遺跡として知られる

第1図　壱丁田遺跡周辺の遺跡

1．壱丁田遺跡　2．白枝荒神遺跡　3．小山遺跡　4．矢野遺跡　5．大塚遺跡　6．石臼古墳　7．山持川川岸遺跡　8．鳶ケ
巣城跡　9．平林寺山古墳群10．膳棚山古墳群11．大寺古墳12．荻抒古墓13．斐伊川鉄橋遺跡14．西谷墳墓群
15．塚山古墳16．今市大念寺古墳17．平家丸城跡18．角田遺跡19．天神遺跡　20．神門寺境内廃寺　21．上塩冶築
山古墳　22．築山遺跡　23．上塩冶横穴墓群　24．大井谷城跡　25．地蔵山古墳　26．半分古墳　27．半分城跡　28．三田
谷I遺跡　29．小坂古墳　30．刈山古墳群　31．古志本郷遺跡　32．大根古墳　33．放れ山古墳　34．栗栖城跡　35．浄土
寺山城跡　36．正蓮寺周辺遺跡　37．田畑遺跡　38．妙蓬寺山古墳　39．宝塚古墳　40．地蔵堂横穴墓群　41．知井宮多
聞院遺跡　42．福知寺横穴墓群　43．小浜山横穴墓群　44．山地古墳　45．上長浜貝塚　46．出雲大社境内遺跡　47．原
山遺跡　48．菱根遺跡

1



てんじん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しろえだこうじん

天神遺跡、北には弥生時代を中心とした遺跡として知られる白枝荒神遺跡がある。しかし、壱丁田遺

跡付近の東西には遺跡は確認されていないことから、天神遺跡から白枝荒神遺跡へと南北に伸びる同

じ微高地上に壱丁田遺跡も立地していると言える。なお、付近には古墳は存在していない。

（2）歴史的環境

出雲平野をとりまく地形には、北に北山山麓、南に中国山地から派生した丘陵地が連なり、東には

宍道湖、西には日本海がある。この宍道湖と日本海にはそれぞれ斐伊川、神戸川が注いでおり、出雲

平野はこの二大河川によって形成された沖積平野となっている。

しかし、中世以前の出雲平野の景観は、現在とはかなり異なっていたようである。現在は東流して

宍道湖に注いでいる斐伊川は、当時は西流して『出雲国風土記』に記されているように、入海のよう

な状況を呈していた潟湖（現在の神西湖）に注いでいたようである。このような環境のもと、壱丁田

遺跡は神戸川の北岸、入海の河口に近い自然堤防上に占地しており、『出雲国風土記』が書かれた頃ま

では、少なくとも同様な景観であったと考えられる。
ひしね　　　　　　　　　　　　　　　　　　かみながはまかいづか

出雲平野における遺跡の初現は、平野の北にある菱根遺跡（大社町）、西の砂丘下にある上長浜貝塚

が知られており、縄文時代早期末の遣物が確認されている。これに続く遺跡としては、縄文時代前期
あげがたに

末から中期にかけての上ヶ谷遺跡（斐川町）が知られているが、その他では確認されていない。
いずもたいしゃけいだい　　　はらやま

縄文時代後期⑳晩期になると、平野の北に出雲大社境内遺跡◎原山遺跡（大社町）が営まれるほか、
さんただに　　　　　　　　　　　やの　　　くらしょうじにし

南の丘陵下にある三田谷I遺跡、平野中央部の矢野遺跡◎蔵小路西遺跡からも遺物が確認されている。
ひめばらにし　　　さんぶたけさき

弥生時代には、矢野遺跡◎姫原西遺跡や三部竹崎遺跡（湖陵町）などで前期の遺物が確認されてい

るが、規模は小さい。しかし、中期中葉以降、入海周辺の沖積地に集落が飛躍的に拡大し、天神遺跡⑳
こしほんごう　　　しょうれんじしゅうへん

古志本郷遺跡◎正蓮寺周辺遺跡などの大集落遺跡が営まれ、その拡大は古墳時代前期にまで及んでい
にしだに

る。また、弥生時代後期には四隅突出型墳丘墓6基を含む西谷墳墓群が斐伊川に近い南の丘陵上に築

造され、この頃にはある程度共同体的結合が図られて首長の権力が強大になってきたことが窺える。
いまいちだいねんじ　　　かみえんやつきやま

古墳時代になると、中期の遺跡や古墳は少ないが、後期後半には今市大念寺古墳◎上塩冶築山古墳◎
じぞうやま

地蔵山古墳など、横穴式石室を有する大規模な古墳が築造される。また、南の丘陵斜面には上塩冶横
かんど

穴墓群◎神門横穴墓群など大規模な横穴群が築かれる。しかし、これら古墳の被葬者を支える基盤と

なったであろう大集落遺跡は、現在のところ確認されていない。

奈良時代にも遺跡は点在しているが、あまり詳しいことはわかっていない。一方、この時期になる
かんどじけいだい　　　ちょうじゃばら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こさか　　　いしびつ　あさやま　　　すげさわ

と神門寺境内廃寺◎長者原廃寺などの私寺が建造されるとともに、小坂古墳の石橋や朝山古墓⑳菅沢

古墓などの初期火葬墓があり、いち早く仏教文化が取り入れられていたことが窺える。

中世の遺跡は、各地で井戸や建物跡などの遺構が検出されてはいるが、集落としては部分的なもの

が多く、あまり詳しいことはわかっていない。その中にあって、矢野遺跡では14～15世紀にかけての

溝で区画された屋敷地が発掘されており、蔵小路西遺跡◎姫原西遺跡からは中世の木棺墓が発見され

ている。
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Ⅱ．調査に至る経緯

平成6年（1994）10月、出雲市都市整備課より都市計画

道路「出雲市駅前白枝線」街路事業予定地における埋蔵文

化財の有無について照会を受けた。事業予定地は、周知の

遺跡とはなっていなかったが、付近には天神遺跡や日枝荒

神遺跡といった大集落遺跡が存在する位置環境から、試掘

調査によって遺跡の有無を確認することとした。

試掘調査は、用地買収の都合上、平成7年（1995）1月23

日から2日間、同年7月10日の2回に分けて行った（第3

図）。その結果、事業予定地の南側に設定した第6・第7ト

レンチからは遺物・遺構とも検出されなかったが、その北

側に設定した第1～第5トレンチ及び第8トレンチからは

遺物が発見された（第2図）。なお、第2トレンチでは土師

器や中世末の陶磁器、第5トレンチでは土師器や須恵器を

中心に検出している。

試掘調査の結果から、事業者である出雲市都市整備

課と出雲市教育委員会、島根県教育委員会の三者で協

議を重ね、第5トレンチから第8トレンチにかけての

全長約200mの区域を発掘調査することで合意した。そ

して、調査期間は平成7年（1995）11月から平成8年（1

996）3月までとすることを確認した。なお、事業予定

地内における既設舗装道路は発掘調査の対象外として

いる。

発掘調査に至る手続きについては、まず、新発見遺

跡であることから、遺跡発見の通知（文化財保護法第

57条の6）を平成7年3月31日付で文化庁長官へ提出

し、当該地の字名から壱丁田遺跡として通知した。ま

た、事業者である出雲市都市整備課からは、同年7月31

日付で埋蔵文化財発掘の通知（同法第57条の3）が提出

された。出雲市教育委員会ではこれを受け、埋蔵文化

財発掘調査の通知（同法第98条の2）を同年8月10日付

で文化庁長官へ提出している。

発掘調査は、平成7年（1995）10月から準備を進め、同

年11月1日から開始した。調査地点は、便宜上、道路

や水路などで区分し、南からA区・D区・B区・C区・

1．褐色粘買上

2．時灰栂色妙真土

3．繊灰色給田土

4．括灰色砧¶土（粘性大）

5．灰色砂冥土

6灰色砂

1．時尿栂色妙mt

2，尿褐色砂黒土

3．補色砂真土

4．褐色粘黒土

5．略振袖色帖甥と

6．灰色砂

1．造成L

2．Jlt湖色縞m j

3滴灰色納れ▼　鮪惟人）

4暗尿色抄

第2図　試掘トレンチ堆積土層図



E区とした（第4図）。

各区の調査面積は、A区が東西7mX南北40mの280

rd、D区が東西約8．5mX南北約15mの約130Iが、B区が

東西6mx南北約16mの約90I迂、C区が東西6mX南北

約10mの約60Iが、E区が東西5mX南北約10mの約50Id

で、総発掘調査面積は、約610Iがである。

調査区のA区・D区については現状が水田であった

が、試掘調査によって確認された水田耕作土を約20cmほ

ど重機で取り除き、排土した。またB・C・E区は駐車

場として利用されており、約1～1．5mの盛土がしてあっ

たため、重機によって盛土を取り除き、排土した。その

後、各区に東西、南北とも5m間隔（B区は6m間隔）

のグリッドを設定した後、南側から順次調査を進めていっ

た。そして、冬の寒さとC区・E区については水処理に

悩まされながらも、平成8年（1996）3月28日に調査を終

了した。

なお、調査終了後に埋蔵文化財発見届（遺失物法第13

条）、埋蔵文化財保管証をそれぞれ出雲警察署、島根県

教育委員会に提出している。

も

第4図　調査区位置図

註

（1）『島根県斐川郡高松村誌』　高松クラブ1981年（1941年復版）
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Ⅲ◎　A区の調査

1．A区の概要

A区は、調査区の中で最も南側に位置する。調査に入る前に、東西、南北とも5m間隔のグリッド

を設定し、南からAl～A8Grとし、その西側にも東西2mx南北5mの小グリッドを設定して南か

らal～a8Grとした。そして、試掘調査によって確認されていた遺物包含層までの水田耕作土を約

20cmほど重機によって排土した。なお、A区の調査面積は、東西7mX南北40mの280nfである。

層　序（第5図◎第6図）

調査区での層序は、ほぼ同じ様相を示している。水田耕土の下は、基本的には灰褐色土、褐灰色土、

暗灰色土と堆積しており、灰オリーブ色砂質土に達する。なお、調査区南側の一部ではやや異なる堆

積を示しているが、これは、土地改良以前にあった用水諭跡と考えられ、新しい時期のものである。

そして、北側には近年まで民家が存在しており、a8◎A8Grの上層はかなりの撹乱を受けている。

また、遺構の検出状況や遺物の出土状況から推測すると、灰オリーブ色砂質土上面に堆積する層は、

遺構が築かれた後の時期に、何度か削平を受けたものと考えられる。

遺　構（第5図）

遺構は、全て灰オリーブ色砂質土の上面で検出している。調査区のほぼ中央で落ち込み状遺構を2

検出しているが、この2つの遺構は、SXOlが試掘溝に切られ、SX02については南側が土地改

良以前の用水路によって切られ、明確なプランを検出することができなかった。また、SXOlの北

側で土坑状の遺構を1（SKOl）、調査区の南側でも土坑状遺構を1（SKO2）検出しているが、

これらの遺構には、遣物をほとんど含まないうえ、細片が多く、時期については不明である。なお、

その他には遺構は確認できなかった。

遣　物

遣物は、灰オリーブ色砂質土上面に堆積している灰褐色土、褐灰色土、暗灰色土の全ての層に包含

しており、須恵器、土師器、陶器を中心に出土している。特に、暗灰色土は比較的安定した遣物包含

層となっており、古墳時代後期から奈良時代にかけての須恵器、土師器を多く包含している。

遺物のうち、最も古い時期のものとして、布留賓が1点出土しているのが注目される。また、中世

の土師器、近世の唐津焼なども出土しており、古墳時代から近世に至るまで連綿と集落が営まれてい

たことが窺われる。
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a l Gr 8 2G r 83 G r 8 4G p 85 G p

◎ ，l

A IG p

SK O 2

A 2G p

＼

A3 G r

慧 即 SX O 2　　　 L J i

A 4 G r．

（フ

SX O l

¢ A 5G r

1・■灰色土　　　　　　　　　　　4．■灰色土　　砂粒を含む

2・灰褐色土　　　　　　　　　　　5．灰色土　　　少し粘性あり

3．晴オリーブ色土　　　　　　　　　　6．■色土

7．鶉色土　　砂鞄を少し含み、粘性がある

8．褐色帖貫土

10．■1色罵秒T　　　　　　　13．度オリーブ色妙策土

11．措神色帖只土

9・灰色土　　5、6■上りやや明るい　　　　　　　　　　12．■灰色土

第5図　A　区遺構　配　置　図
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2．遺構と遺物

SKOl（第71Xl）

調査区のほぼ中央、A5Grの灰オリーブ色砂質土上面で検出した土坑状遺構である。平面プランは

東西長92cm、南北長66cmを測り、東西に長い楕円形を呈する。なお、検出高は標高4．2mである。

覆土には、上層からオリーブ色土、暗灰色粘質土、暗灰色粘砂土と堆積しており、地山である灰オ

リーブ色砂質土に達する。断面の形状は、両肩から鋭角に落ちて底面はやや丸く作り出しており、最

深部までの深さは約40cmである。

遺物は、土師器の高塀と考えられる細片が1点出土しているのみであり、遺構の時期、性格につい

ては不明である。
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2．オリーブ色枯質土粘土と砂の混合層、粘性がやや強い

3．暗褐色粘質土

4．灰オリーブ色土

0　　　　　　　　　　　　　　2m」
第7図　SKOl・SXOl実測図



S）（01（第7図）

A4～A5Grの灰オリーブ色砂質土上面で検出した落ち込み状遺構であり、40cmほど北にはSKO

lが位置している。遺構の西側は試掘溝によって切られており、明確なプランを確認することはでき

なかったが、現状では東西最大幅3．4m、南北最大幅3．5mを測る。なお検出高は標高4．13mである。覆

土には、オリーブ色粘質土や暗褐色粘質土などが堆積しており、底面はほぼ平坦に作り出している。

深さは約10cmと浅いが、上面は削平を受けているため、本来はもう少し深さがあったものと考えられ

る。

遺物には土師器、須恵器の細片が少量出土しているにすぎず、時期的判断に耐えないものが多い。

しかし、須恵器高台付埠には、高台部の断面が四角形を呈するものがあり、奈良時代～平安時代にか

けて築かれた可能性が高いのではないだろうか。

遺構の性格については、出土遺物が少ないうえ、形状も明確でないため不明である。

SXO2（第8図）

a4GrからA4Grにかけて、灰オリーブ色砂質土の上面で検出した落ち込み状遺構で、南側は土地

改良以前の水田用水路によって切られているが、

現状では最大幅1．6m、長さ3．4m以上を測り、北側

は幅が狭くなり、すぼまっている。検出高は標高4．

18mである。

覆土には、オリーブ色土や灰オリーブ色土が堆

積しており、最大幅付近での断面の形状は、両肩

からやや鋭角に落ち、底面はほぼ平坦に作り出し

ている。最深部までの深さは約18cmであるが、S

XOlと同様に上面は削平されているため、本来

はもう少し深さがあったものと考えられる。

遺物は、2点の細片が出土しているにすぎない

が、いずれも土師質で、平安時代以降のものと考

えられる。遺構が築かれた時期的判断は難しいが、

覆土はSXOlとよく似ており、同時期に築かれ

た可能性が強い。

遺構の性格については、出土遺物、形状からは

判断できず、不明である。
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1．暗褐色粘貫土

2．オリーフ色土　砂と粘土の混合層

3．灰オリーブ色土　砂費が強い

0 2m
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第8図　SXO2実測図



SKO2（第9図）

調査区の南、灰オリーブ色砂質土上面で検出し

た土坑状遺構であり、東側と南側は調査区外へ達

している。検出長は東西約1．05m、南北約1．60m

を測り、検出高は標高3．98mである。

覆土には粘質土や砂質土が堆積しており、最下

層は黄褐色荒砂層となっている。断面の形状は、

肩部から約45度の角度で落ちて、底面は調査区外

へ向かってなだらかに落ちていくようである。

遺物は全く出土しておらず、遺構の時期、性格

については不明であるが、底面付近は水位が高く、

かなりの湧水があることが注意される。

適構外の出土遺物（第10図⑳第11図）

A区では遺構に伴う遺物は少ないが、包含層中

1．褐色粘質土
イ

2．暗褐色砂質土

3．灰色粘質土　粘性強く、しまりがない

4．黄褐色荒砂層

2m

L言　　＿…＿＿＿＿＿＿＿＿」

第9図　SKO2実測図

からは古墳時代から近世に至るまでの遺物が出土

しており、特に灰オリーブ色砂質土の上層に広く堆積している暗灰色土に多くの遺物を包含している。

第10図－1は布留賓の口縁部と考えられる。やや内湾ぎみに立ち上がり、口縁端部は内傾している。

この遺物は、全調査区のうちでも時期的には最も古い遺物で、4世紀後半から5世紀初頭にかけての

ものであろう。

2～4は土師器蜜である。2は口縁端部がやや外反して細くなり、丸くおさめている。3は頸部か

ら口縁部にかけてゆるく屈曲し、頸部下の外面は縦方向のパケ、内面はケズリによる調整が行われて

いる。なお、内面にススが付着していることから、竃である可能性もある。4は、2と同様に目線端

部はやや外反して細くなり、丸くおさめている。

5～8は、須恵器の高塀である。5◎6は脚部の破片であり、5は脚端部が上方に突出し、6は突

出せず、丸くおさめている。7は、脚部に三角形の透し孔が2、線状の切れ込みが1カ所に認められ、

脚端部を上方に突出させている。また、器高はさほど高くはならない。このような高塀は、高広編年（1）Ⅱ

B期に相当する資料で、6世紀末から7世紀初頭頃のものであろう。8は筒部の破片で、2段の透し

孔を有するものであろう。時期は7よりも古く、大谷編年（2）の出雲3期に相当する資料であろう。

9は、高台を有す須恵器壷の底部である。高台部は直立し、断面は四角形を呈する910は須恵器蜜、

あるいは埠の底部である。底部は回転糸切りにより切り離され、「＼」印が刻まれている。11は須恵器

高台付の杯、あるいは塊で、高台部の断面は四角形を呈している。

12◎13は須恵器賓の日録部である。12は日録端部を丸くおさめ、13は口縁部に段を有し、稜をなして

いる。

14◎15は土師器埠である。いずれも土師質で、14は外面に回転水引き痕が残る。いずれも平安期以降

のものであろう。
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第10図　遺構外出土遺物実測図（1）
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16◎17は、色調は土師器に近いが硬質であり、焼成不良の須恵器埠と考

えられる。底部は回転糸切りにより切り離され、17は底部から体部にかけ

て大きく「ハ」の字状に開き、外面底部から体部にかけてはススが付着

している。いずれも平安期以降のものであろう。

18⑳19は、土師器足高高台付埠である。18は高台部が大きく外傾し全体

に粗雑な作りで、色調は暗褐色を呈している。19は高台部が短く外傾する
ふじがもり

が、外観上は直立に近いものである。以上のような杯は、市内藤ケ森遺跡（3）

（I地点）でも多量に出土している。

20◎21は近世の陶器捨鉢である。20は高台を有し、内面には非常に密な

措目が入り、重ね焼の痕跡が認められる。21は片口を有す措鉢で、口縁部

付近に突帯を貼付けている。

22～25は唐津焼の皿、あるいは腕である。22は、内面と外面上半部に緑

＼竃去プ1

一二∴＝二

0

［：　＿∴」＝二二ゴcm

第11図
遺構外出土遺物実測図（2）

灰色の粕がかかる。23は高台を有して内面と外面上半部に淡緑色の粕がか

かり、内面には重ね焼の痕跡が認められる。24は高台を有し、全面に乳白色の和がかかっている。25は

外面高台部を除く全面に白色の和がかかっている。これらの唐津焼は、その特徴から17世紀前半頃の

資料と考えられる。

第11図－1は陶胎染付の塊である。高台を有し、全面に淡緑色の和がかかり、高台部と体部中央付

近に緑色の横線が入る。18世紀後半頃の資料であろう。

2は、青磁塊の目線部付近の破片で、外面体部には間隔の狭い剣型の蓮弁文が施されている。15世

紀後半から16世紀初頭にかけての資料であろう。

3は、煙管である。AIGrのSKO2付近から出土している。

註

（1）

（2）

『高広遺跡発掘調査報告書』　島根県教育委員会1984年

大谷　晃二「出雲地域の須恵器の編年と地域色」『島根県考古学会誌　第11集』

島根考古学会1994年

（3）『藤ケ森遺跡（I地点◎Ⅱ地点）発掘調査報告書』　出雲市教育委員会1998年
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出丑遺物観察表（土器）

挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （皿）

形態 。手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考
口径 底径 器高

10－ 1 表採 土師器
肇

21．2 口縁端部内傾する
外／ナデ
内／ナデ

褐色 密

1m以下の白色純を
多く含む

良好 布留嚢の特徴を

もっ
搬入土器 ？

－　2 A IG r
11層

土師器
嚢

18．8 外／ナデ
内／ナデ
頸部下内面ケズリ

黄褐色 粗い

1孤大の白色砂粒・石
英・雲母多く含む

不良

－　3 a9G r 土師器 26．0 日経部　 外／ナデ 外／赤褐色 密 やや不良 内外面にスス付
5層 嚢 内／桟パケ

頸部下　 外／パケ
内／ケズリ

内／褐色 1m大の白色楓移

〈含む
着

－　4 A IG r 土師器 22．6 外／ナデ 外／褐色 普通 良好
11層 嚢 内／ナデ

lあ頸部下内面ケズリ
内／淡褐色 1皿以下の白色槻・

石英多く含む

－　5 A IG r
4層

須恵器
高塀

9．0 外／ナデ
内／ナデ
脚端部上方に突出する

灰色 普通 良好

－　6 A IG r
4層

須恵器
高塀

10．0 外／ナデ
内／ナデ

灰色 密 良好

－　7 西側溝 須恵器
高塀

8．6 外／ナデ
内／ナデ

オリーブ灰色 密
1Ⅲ大の黒色・白色砂
粒移く含む
雲母。石英含む

普通 三角形の透か し
孔 2 カ所、切れ
込み 1 カ所あり

－　8 A IG r 須恵器 外／ナデ 暗灰色 密 良好 凹線 1 条以上入
11層 高塀 内／不明

切れ込み3 カ所あり
断／暗褐色 1皿以下の白色轍を

含む
る

－　9 西側溝 須恵器
高台付
壷or碗

11．0 外／ナデ
内／ナデ

外／暗灰色
内／灰色

密

1皿以下の白色純を
含む

やや不良

－10 A 3G r 須恵器 6．9 外／ナデ 外／灰色 密 普通 底部中央薄 く作
12層 杯or壷 内／ナデ

底／回転糸切 り
内／暗灰色 1m以下の白色楯を

多く含む
る

－11 A 3G r
11層

須恵器
高台付
塔or聾

9．4 外／ナデ
内／ナデ

灰色 密

1皿以下の白色妙齢
多く含む

良好

－12 A 4G r 須恵器 16．5 外／ナデ 外／暗灰色 密 良好 内外面に自然粕
12層 壷or聾 内／ナデ 内／灰色

断／暗褐色
がかかる

－13 A IG r 須恵器

壷or蛮

16．0 外／ナデ
内／ナデ

外／灰色
内／黒褐色

密 普通 口縁に段を有す

－14 A IG r 土師器 14．7 外／回転ナデ 橙褐色 密 やや不良 回転水引き痕残
4層 塔 内／回転ナデ 褐色粒子を含む る

－15 A IG r 土師器
塔

7．6 外／回転ナデ
内／回転ナデ

橙褐色 密
褐色粒子を含む

やや不良
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挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （cm）

形態 e手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考
口径 底径 器高

10－16 A 2G r
4層

須恵器？
塔

6．0 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

淡橙褐色 やや粗い
褐色粒子。石英
多く含む

不良

－17 a6G r 須恵器？ 4．8 外／回転ナデ 乳白色 密 やや不良 底部から体部に
5層 杯 内／回転ナデ

底／回転糸切り
石英非常に多く
含む

かけてスス付着

－18 a8G r
5層

土師器
足高高台付
杯

6．8 外／回転ナデ
内／回転ナデ
高台部外傾する

暗褐色 やや粗い
1皿Ⅲ以下の白色砂粒・
石英・雲母多く含む

やや不良

－19 表採 土師器
高台付杯

6．2 外／回転ナデ
内／回転ナデ
高台部短く外傾する

橙褐色 密
褐色粒子 e

石英含む

やや不良

－20 A 2G r
4層

揺鉢 10．0 外／ナデ
内／措目
外面高台部付近に 1条
の凹線が入る

赤褐色
断／黄褐色

密 良好 内面に重ね焼の
跡残る
措目が密に入る

－21 A 2G r
4層

措鉢 外／ナデ
内／ナデ、措目

暗赤褐色
断／黄褐色

密 良好 片口部

－22 a2G r
2層

唐津焼
皿

13．8 外／回転ナデ
内／回転ナデ

淡緑灰色 密 良好 内面 e外面上半
部に淡緑色の粕

がかかる

－23 西側溝 唐津焼
塔or碗

5．0 外／回転ナデ
内／回転ナデ

淡緑灰色 密 良好 内面。外面上半部に淡
緑灰色の粕がかかる

内面に重ね焼の跡残る

－24 A 3G r
12層

唐津焼
高台付杯

4．8 外／回転ナデ
内／回転ナデ

乳白色 密 良好 全面に乳白色の
粕がかかる

－25 A 3G r
12層

唐津焼
塔

4．2 不明 褐色 密 不良 内外面に白色の
粕がかかる

11－ 1 A IG r 陶胎染付 5．0 外／回転ナデ 淡緑色 密 良好 全面に淡緑色の
4層 碗 ぬ内／回転ナデ 断／灰色 1皿以下の黒色。

白色砂粒含む

粕がかかる
体部と高台部に
緑色の線が入る

－　2 A 3G r
12層

青磁
碗

外／剣型の達弁文が入る 緑灰色
断／灰色

密 良好 内外面に緑灰色

の粕がかかる

出立遺物観察表（その他の遺物）

挿図
番号

出土地点 製品名 遣存状況 材　　 質
最大長
（cm）

最大幅
（cm）

最大厚
（cm）

重量
（g）

備　　　 考

11－　3
A IG r
4層

煙管 完形 真　 鎗 6．15 1．1 0．1 10．5 折れ曲がっている
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肛∴迅区の調査

頂。B匿の概要

B区は以前は駐車場として利用されていた場所にあり、約1m程度の盛土がしてあったため、重機

によってこれを取り除き、排土した。そして、東西、南北ともに6m間隔のグリッドを設定し、南側

からAl～A3Grとした。なお、A3Grの北側には東西方向に水路が通っているため、やや変形した

グリッドとなっている。B区の調査面積は、約90適である。

層　序（第13図）

B区の層序は、基本的にはほぼ同じ様相を示している。盛土の下は、上層から緑灰色土、褐色土、

明褐色土、茶褐色土と堆積しており、明オリーブ灰色土に達する。なお、北側ではやや異なる堆積を

示している部分があるが、これは調査区北側の用水路掘削時の影響を受けているためと考えられる。

また、遺構と遺物の検出状況から推察すると、明オリーブ灰色土上面は、遺構が築かれた後の時期

に何度か削平を受けているものと考えられる。

遺　構（第13図）

遺構は、全て明オリーブ灰色土の上面で検出している。南のAIGrからは、落ち込み状遺構を2

（SXOl◎SXO2）検出しているが、この2つの遺構は上面が削平されているため、本来は1つの

遺構であった可能性がある。A2～A3Grにかけては、古墳時代中期頃に築かれたと考えられる溝状

遺構を4条（SDOl◎SDO2⑳SDO3◎SDO4）と、それを集積するように築かれた落ち込

み状遺構1（SXO3）を検出しているほか、切り合い関係から、これらの溝状遺構よりも新しい時

期に築かれ、南北方向に伸びる溝状遺構（SDO5）を1条検出している。

遺　物

遺物は、明オリーブ灰色土上面に堆積している全ての層に包含しており、古墳時代中期から奈良時

代にかけての須恵器⑳土師器や中世の土師器◎陶器などが出土している。特に、明オリーブ灰色土上

層に広く堆積している茶褐色土は、安定した遺物包含層となっている。

遺構内から出土している遺物には細片が多く、時期的判断は難しいが、SD O2　◎SD04からは

古墳時代中期頃の遺物が確認されている。

17



2。遺構と遺物

SXO‘i oSXO2（第12図）

調査区の南、AIGrの明オリーブ灰色土上面で検出した落ち込み状遺構で、検出高は標高3．9mであ

る。

東に位置するSXOlは、長さ約2．4m、幅約60cmを測り、東西方向に伸びている。断面の形状は、

両肩から鋭角に落ちて底面は平坦に作り出し、覆土には、黒色粘質土、灰オリーブ色粘質土といった

粘質土が堆積している。遺物は、土師器の細片が2点出土しているにすぎない。

西に位置するSX02は、長さ2．6m以上、幅約80cmを測り、東西方向に伸びて西側は調査区外へと

達している。断面の形状、覆土についてはSXOlとほぼ同様で、遺物は出土していない。

これら2つの遺構は、位置関係や断面の形状、覆土などがよく似ているうえ、遺構の上面がかなり

削平されていることから、本来は同じ遺構であった可能性が強く、東西方向に伸びる溝状を呈するも

のと考えられる。時期◎性格については出土遺物からは判断できず、不明である。

S粉05（第14図）

調査区の西側を沿ってA2～A3Grにかけて検出した溝状遺構で、北側と西側はそれぞれ調査区外

－A′　　　Aと三生00m

1．黒色粘貿土

2．灰オリーブ色粘質土

－B′　　　Bと三旦00m

1．黒色粘質土

2．灰オリーブ色粘貿土

－B′

ヽ　　　　ヽ

ヽ

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

Lr－一丁　一一一…「ト一一　　∴二∃

第12図　SXOl・SXO2実測図
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5．明褐色土

6．明褐色土　　5層よりやや暗い

3．褐色土　小砂利を含む　　　　　　　　　7．暗褐色土　　柏手粗く、9層よりやや暗い　　　　　　11．明オリーブ灰色土

4．褐色土　小砂利を含まない　　　　　　　8．茶褐色土　迫物を多く含む

第13図　B　区　遺構　配　置　図

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m
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へと達している。なお、明オリーブ灰色土上面で検出しており、検出高は標高3．9mである。検出長

は11．0m以上、幅は1．5m以上、深さ約55cmを測るが、平面形から推察するかぎり、幅は3．0m程度にな

る転のと予想される。

覆土には褐色粘質土や灰オリーブ色土が堆積

し、最下層には非常に粘性が強く、しまりのな

い暗褐色粘質土が堆積している。断面の形状は、

肩部からゆるやかに落ちて一度平坦な面を作り

出し、そこから約45度の角度でさらに落ち、底

面はかすかに丸く作り出している。

遺物は、細片の土師器⑳須恵器が各1点づっ

出土しているにすぎず、時期的判断はし難い。

しかし、遺構の切合い関係からは、SD05の

東側に位置するSDOl～SDO4　◎SX03

よりも新しい時期に築かれたことが明らかであ

る。

遺構の性格は、幅が3．0m以上と予想され、規

模が大きく、最下層には非常に粘性が強い粘質

土が堆積していることから、潅漑用水路のよう

な施設であったと考えられる。

B区のその他の遺構

その他の遺構としては、A2～A3Grにかけ

て検出している溝状遺構が4条ある。これらの

遺構は上部がかなり削平されているが、覆土に

は一様に黒色粘質土、灰オリーブ色粘質土が堆

積している。また、西側のSX03で合流して

いることから、同時期に築かれた遺構と考えら

れる。

出土遺物には細片が多いが、土師器の壷、蜜

などが出土している（第15図）。

1はSD02から出土した土師器の壷である。

頚部から口縁部にかけてやや内湾ぎみに立ち上

がり、口縁部中程に稜をなして、日録端部は直

立し、丸くおさめている。

2は、SD04から出土した土師器の嚢で、

1と同様に頚部から日録部にかけてやや内湾ぎ

1．褐色粘貿土

2．灰オリーブ色土

3．暗褐色睾占貿土

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

「一　一　一　一i i

第14図　SDO5実測図
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みに立ち上がり、日録部中程に稜をなしている。ま

た、口縁端部は外反して先細りになって丸くおさめ、

端部の1．5cmほど下には段を有している。

以上のような壷や聾は、その特徴から古墳時代中

期頃の資料と言える。そして、これらの遣物から、

SDOl～SDO4◎SX03は古墳時代中期頃に

築かれたと考えられる。なお、A3Grで検出した

Plも、覆土の状況などから、同時期の遺構であろ

／

う。市内では古墳時代中期の遺物はあまり確認され

ていないが、近年の発掘調査によって、出雲平野の

南部丘陵下に位置する三田谷目蓋跡（1）からは、多くの遺物や竪穴住居跡などの遺構が検出されている。

遺構外の出土遺物（第16図）

B区では、遺構に伴う遺物は少量で細片が多いが、明オリーブ灰色土上層に堆積している茶褐色土

を中心とした包含層中からは、古墳時代から中世にかけての遺物を検出している。

1は土師器の賓で、頚部から口縁部にかけてやや内湾ぎみに立ち上がり、口縁部中程に稜をなして

いる。日録端部はやや外反して先細りになり、丸くおさめている。特徴的には第15図－2とよく似て

おり、古墳時代中期頃の遺物であろう。なお、この嚢は内外面ともに朱塗りされている。

2～5は土師器の聾、あるいは壷である。2は頸部が強く「く」の字状に屈曲し、日録端部はやや

外反し、丸くおさめている。また、内面頸部下はケズリによる調整が行われ、外面の一部には朱塗り

の痕跡が残っている。3は頚部がゆるく屈曲し、内面頸部下はケズリによる調整が行われている。4

は、土師器の壷であろう。全体に器壁が厚く、日録端部は丸くおさめており、内面頸部下にはケズリ

と一部にパケ調整が認められる。5は口縁端部に平坦面を作り、内面頸部下はケズリによる調整が行

われている。以上のような蜜や壷は、2が若干古い様相を示しているが、3◎4は古墳時代後期から

奈良時代の範噂に入るものであろう。　　　あ

6は土師器皿であり、内外面が朱塗りされている。奈良～平安期にかけての遺物であろう。

7は高塀の琢部と考えられる。内湾しながら立ち上がり、端部は直立して丸くおさめている。古墳

時代後期以降の遺物であろう。なお、内外面ともに朱塗りされている。

8⑳9は須恵器杯である。8は、やや外傾する高台を有している。9は内湾ぎみに立ち上がり、底

部は回転糸切りにより切り離されている。いずれも奈良時代以降の遺物であろう。

10⑳12は土師器埠で、内外面とも回転ナデ、底部は回転糸切りにより切り離されている。11は土師器

の小皿で、口径に対して底径が大きく、内外面は回転ナデ、底部は回転糸切りにより切り離されてい

る。これらの琢⑳小皿は、その特徴から平安期以降のものであろう。

13は陶器の措鉢である。口縁端部は上面にフラットな面を作り、内面には部分的に措目が入る。14は土師

器の片口鉢で、内外面ともナデによる調整が行われており、内外面ともにススが付着している。15は土師器

措鉢で、内面には部分的に措目が入る。13～15は、その特徴から鎌倉～室町期にかけての遣物であろう。
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16は東播系須恵器の鉢で、外面口縁部付近が肥厚している。鎌倉期の遣物であろう。東播系須恵器は市
いしだい

内では報告例はないが、松江市石台遺跡（2）などからも出土している。

＼毒≡芸巨≡プ ≡∠l‾’一

第16図　遺構外出土遺物実測図

14

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

［，tlli　　　　」
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出立遺物観察表

挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （cm）

形態 e手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器高

15－ 1 A 2G r 土師器 17．1 外／ナデ 褐色 やや粗い 普通 口縁部直立ぎみ
S D O2 ・＝ヒ宝E 内／ナデ 1皿以下の白醜 ・

石英多く含む
に立ち上がる

－　2 A 3G r 土師器 17．8 外／ナデ 褐色 密 普通 口縁端部細くな
S D O4 聾 内／ナデ 1皿肝の白桃 e

石英多く含む
り外反する

16－ 1 A 2G r 土師器 26．5 外／ナデ 淡褐色 やや粗い やや不良 口縁端部やや外
3層 嚢 内／ナデ ロ縁上部／内外

面とも黒褐色
1皿大の白色砂掛石
英濱母・金雲母含む

反する
内外面朱塗り？

－　2 A 2G r 土師器 13．6 外／ナデ 淡褐色 普通 普通 頚部 「く」の字
3層 蛮 内／ナデ

頚部下　 内／ケズリ
1田肝の白桃 。
石英・金雲母含む

状に屈曲する
内外面朱塗り？

－　3 A 3G r 土師器 30．3 外／ナデ 外／暗褐色 粗い 良好 頚部 「く」の字
5層 聾 内／ナデ

頸部下　 内／ケズリ
内／褐色 1皿大の白色蝿・

石英。雲母多く含む
状にゆるく屈曲
する

－　4 A 3G r 土師器 14．8 外／ナデ 外／暗褐色 やや粗い 普通 口縁部に厚みが
5層 士宝E 内／ナデ

頸部下　 内／ケズリ
内／褐色 1皿大の白色砂粒

多く含む
ある

－　5 A IG r
5層

土師器
聾

24．8 外／ナデ
内／ナデ
頸部下　 内／ケズリ

暗褐色 やや粗い
1mm大の白桃 。
石英多く含む

良好 内面スス付着

－　6 A 2G r
3層

土師器
杯or皿

17．0 外／ナデ
内／ナデ

淡褐色 密
1蹴以下の白色賊。
石英多く含む

良好 内外面朱塗り

－　7 A 2G r
8層

土師器
高塀

12．6 外／ナデ
内／ナデ、一部パケ

淡褐色 やや粗い
石英多く含む

やや不良 内外面朱塗り

－　8 A 3G r
3層

須恵器
高台付
塔or碗

9．2 外／ナデ
内／ナデ
底／回転糸切り

外／灰色
内／暗灰色

密 良好 高台部外傾する

－　9 A IG r
2層

須恵器
杯

8．1 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

灰色 密
1皿m以下の白色
砂粒多く含む

普通

－10 A IG r
8層

土師器
塔

6．1 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

褐色 やや粗い

1Ⅲ大の白色槻・石
英・雲母多く含む

普通

－11 A 2G r 土師器 9．4 7．8 2．1 外／回転ナデ 外／黒褐色 密 良好
3層 小皿 内／回転ナデ

底／回転糸切り
内／褐色
断／橙褐色

石英含む

－12 A 3G r
5層

土師器
杯or碗

6．0 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

褐色 やや粗い

1m以下の白桃 e
石英多く含む

やや不良

－13 A IG r

5層

措鉢 28．2 外／ナデ
内／ナデ、部分的に揺

目が入る

外／暗赤褐色

内／淡褐色
やや粗い
1m以下の白色砂
粒e石英含む

良好
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挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （cm）

形態 。手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器高

16－14 A IG r 土師器 外／ナデ 外／淡黄褐色 密 不良 内外面口縁部に
5層 鉢 内／ナデ 内／暗褐色 1m肝の白桃 ・

石英多く含む
スス付着
片口部分

－15 A IG r 措鉢 12．2 外／ナデ 黒灰色 粗い やや不良 底部付近に指頭
5層 内／ナデ、部分的に標

目が入る
断／褐色 1Ⅲn大の白色砂

粒。石英含む
圧痕残る

－16 A IG r
5層

須恵器
鉢

外／ナデ
内／ナデ

灰色 やや粗い
1mm以下の白色
砂粒を含む

普通 東播系須恵器

註

（1）

（2）

「三田谷I遺跡発掘調査説明会資料」　島根県教育委員会1997年

『石台遺跡』　島根県教育委員会1986年
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Ⅴ。監区の調査

頂。監区の概要

C区は水路を隔て、B区の北側に位置している。B区と同様に以前は駐車場として利用されており、

約1m程度の盛土がしてあったことから、重機によって盛土を取り除き、排土した。そして、東西、

南北ともに5m間隔のグリッドを設定し、南側からAl～A2Grとした。なお、C区の北側には南北

に通じる市道があるが、この部分は事業予定地と重なる既設舗装道路であることから、調査の対象と

はしていない。C区の調査面積は、東西6mx南北約10mの約60I運である。

層　序（第17図）

C区の層序は、基本的にほぼ同じ様相を示している。盛土の下は、上層から緑灰色土、暗褐色土、

明褐色土、暗褐色粘質土と堆積し、暗オリーブ色粘質土へ達する。この層序は、色調や粘性に若干違

いが認められるものの、B区の層序とほぼ対応しており、C区の明褐色土、暗褐色粘質土、暗オリー

ブ色粘質土はそれぞれB区の褐色土、茶褐色土、明オリーブ灰色土に対応する。また、B区に比べる

と下位2層からの湧水がひどく、水処理に悩まされた。なお、B区と同様に暗オリーブ色粘質土上面

に堆積している層は、何度か削平を受けているものと考えられる。

遺　構

C区では遺構は検出されなかった。湧水がひどく、遺構の検出が難しい状況ではあったが、各グリッ

ドにおける土層断面にも遺構と考えられるような落ち込みは認められない。

2。遺　物（第18図）

遺物は、暗オリーブ色粘質土上面に堆積している暗褐色粘質土を中心に、盛土を除く全ての層から

出土している。時期としては、古墳時代中期から近世にかけての遣物が認められるが、上位2層に中

1．線灰色土

2．暗褐色土

3．明褐色土

4．暗褐色欝占質土

5．暗オリーブ色粘貿土

0　　　　　　　　　　　　2m

ト1－　－11　　　　」

第17図　C区堆積土層図
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世から近世にかけての遣物、下位2層に古墳時代から奈良時代にかけての遺物を多く包含している傾

向にある。

1は土師器の壷、あるいは賓である。頚部から口綾部にかけて内湾ぎみに立ち上がり、一旦稜をな

して日録端部は外反し、先細りとなる。外面頸部下は縦方向のパケ、内面頚部のやや下からケズリに

ょる調整が行われている。形態的にB区で出土している第15図－2とよく似ており、大東式Ⅲ期（1）、
ふしき

古墳時代中期に相当する資料であろう。この時期の資料は、松江市夫敷遺跡（2）などでも出土している。

2は土師器の饗で、日録部は内外面ともナデ、内面頸部下はケズリによる調整が行われている。古

墳時代後期から奈良時代にかけての遺物であろう。

3は須恵器高台付の杯、あるいは壷である。高台部は直立し、断面は四角形を呈する。体部にかけ

て直立ぎみに立ち上がることから、長頸壷の可能性もある。奈良時代以降のものであろう。

4は土師質のものであり、器形は不明である。内外面ともナデ調整されており、外面の屈曲する頸

部下には貼付部がはずれたと考えられる痕跡が認められ⑳る。同様な資料は当遺跡のD区からも出土し

ている。
ぜんぎょうじ

5は美濃の天目茶碗で、内外面に暗褐色の軸がかかっている。天目茶碗は、市内でも善行寺遺跡（3）◎

天神遺跡（4）などから出土している。

〒≡≡千二「讃
5

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

」」」＿」＿」＿」＿＿＿＿　　　　」

第18図　出土遺物実測図

註

（1）松山　智弘「出雲における古墳時代前半期の土器の様相一大東式の再検討－」

『島根県考古学会誌　第8集』　島根考古学会1991年

（2）『国道9号線バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅵ「夫敷遺跡」』

島根県教育委員会1992年

（3）『出雲市埋蔵文化財調査報告書　第7集』　出雲市教育委員会1997年

（4）『天神遺跡第7次発掘調査報告書』　出雲市教育委員会1997年
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出丑遣物観察衰

挿図番号 出土地点 器　 種
法　　 量 （cm）

形態 e手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考
口径 底径 器高

18－ 1 A 2G r
4層

土師器
嚢

18．0 口縁部内外面ナデ
頚部やや下から
外／パケ
内／ケズリ

淡褐色 やや粗い 良好 口縁端部細くな
り外反する

－　2 A 2G r
4層

土師器
聾

17．8 口縁部内外面ナデ
頸部下　 内／ケズリ

褐色 やや粗い

1m大の白色砂粒・
石英多く含む

普通

－　3 A 2G r
4層

須恵器
高台付
杯or壷

6．3 外／ナデ
内／ナデ

灰色 密
1Ⅲ皿以下の白色
砂粒多く含む

良好

－　4 A IG r 土師器 外／ナデ 褐色 密 良好 頚部下に貼付部
3層 ？ 内／ナデ 1皿以下の白色蝋。

石英・雲母含む
がはずれた痕あ
り

－　5 A 2G r 美濃 10．0 外／ナデ 暗褐色 密 良好 内外面に暗褐色
2層 天目茶碗 内／ナデ 断／橙褐色 の粕がかかる
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Ⅵ。m区の調査

頂。D区の概要

D区は以前は水田として利用されており、調査に入る前に試掘調査によって確認されていた遺物包

含層までの水田耕作土を重機によって取り除き、排土した。そして、A区と続く位置に東西、南北と

もに5m間隔のグリッドを設定し、東側からAll～A13Grとし、西側にも東西2mx南北5mの小グ

リッドを設定して南からall～a13Grとした。また、東側にも東西1．5mX南北5mの小グリッドを設

定し、Bll～B13Grとした。なお、北側の一部では遺構の検出状況から、調査対象外となっていた箇

所にも範囲を広げ、B14Grを設定している。なお、D区の調査面積は、東西約8．5mX南北約15m

の約130I運である。

層　序（第21図）　　　　　　　　　　　　　　　　　　悩

D区の層序は、南側と北側ではやや異なる様相を示している。

南側の11～12Grにかけては、水田耕土の下は上層から灰褐色土、褐灰色土、にぷい赤褐色土、褐色

土（暗褐色土）が堆積しており、オリーブ色粘質土へと達する。オリーブ色粘質土は、A区の灰オリー

ブ色砂質土と層位的に対応し、基盤層となっている。また、にぷい赤褐色土は、A区では削平されて

いたものと考えられる。

一方、北側13Gr付近の堆積は、水田耕土の下には小砂利を多く含む褐色土が堆積している。これは、

遺構の検出状況から推察すると、近世墓地を造成する際に整地されたものと考えられる。その下面は

南側とほぼ同様であるが、オリーブ色粘質土の上面の一部にはにぷい黄色砂質土が堆積している。

遺　構（第21図）

遺構は、全調査区の中でも最も多く検出され、古墳時代から近世にかけての遺構を検出している。

近世の遺構としては、北側の13Gr褐色土上面で検出した墓地がある。その中には、火葬骨を土坑に直

接埋葬したと考えられるもの（SKOl◎SKO2）や骨壷の中に火葬骨を埋葬したもの（SXO3）、

火葬骨を木棺の中に埋葬したもの（SKO3）などがある。

中世の遺構は、A12Gr～B12Grにかけて土坑状の遺構1（SKO6）を検出している。この土坑は

出土遺物から16世紀頃に築かれたと考えられる。

古墳時代の遺構は、南側のAll～BllGrにかけて溝状遺構2（SDO5◎SDO6）を検出してい

るほか、A12Grでは当該期の土器群（土器群1）を検出している。また、北側でも多くの溝、土坑、

ピットを検出しているが、出土遣物は少なく、細片が多い。しかし、遣物はおおよそ古墳時代後期か

ら奈良時代にかけてのものと考えられ、当該期の遺構である可能性が高い。なお、Pl～P5、Pll

は掘立柱建物跡の可能性もある。
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遺　物

遺物は、調査区の中でも最も多く出土しており、古墳時代後期から近世に至るまでの遺物が出土し

ている。

近世の遺物としては、骨壷や肥前系陶器、古銭などが出土している。このうち、近世墓地から出土

している骨壷は、工事中に発見されたものを含めると、計6個体分ある。

中世の遺物は、土師器のはか、中国製の青磁・白磁・青花などがあり、バラエティーに富んでいる。

このうち、SK06からは16世紀頃の青花や土師器が出土しており、西部出雲地方の中世末期の遺物

を考えるうえで、貴重な資料となっている。

古墳時代後期から奈良・平安期にかけての遺物も多く、土師器・須恵器・白磁などが出土している。

中でも土器群1からは、竃や嚢、土製支脚が多量に出土しているのが注意される。

2．遺構と遺物

SXO3（第19図）

B13Grの褐色土上面で検出した骨壷を伴う落ち込み状の埋葬施設である。平面プランは不整形でい

びつな形状をしており、西に張り出した落ち込み部に火葬骨を入れた骨壷が置かれている。検出高は

標高4．4mである。

覆土には、上層に小砂利を多く含むにぷい褐色土、灰色土が堆積し、底面には灰色砂質土が堆積

しているが、この堆積土中にも若干の火葬骨が認められている。なお、褐色土上面に堆積する層は、

耕作によってかなりの削平を受けており、A－

1．にぷい褐色土　小砂利多く含む

2．灰色土　　　　　小砂利多く含む

3．灰色砂質土

第19区I SXO3実測図
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A一断面に認められるような部分的な落ち込

み部には別個体の骨壷が置かれていた可能性

もある。

第20図　SXO3出土遺物実測図
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1・褐色土　　　　　　　　　　6・にぷい擢色土　　　　　　　　日，黒褐色粘賞土

2・灰褐色土　　　　　　　　7．にぷい赤褐色土　　　　　　12．暗褐色砂貫土

3・褐灰色土　　　　　　　　8・褐色土　　　　　　　　　13．灰色粘貫土

4・楕灰色砂欄　　　　　　　9・暗褐色土　　　　　　　　14．にぷい黄色㊥質土

5・讃灰色土　　　　　　　10・帽褐色粘貫土　　　　　　15．オリーブ色鮎貝土

第21図　D　区　遺構配　置　図　　（赤刷は近世の遺構）

0　　　　　　　　　　　　　4m
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遺物は、骨壷が1個体出土している（第

20図）。陶器の四耳壷で、口径8．8cm、底径

8．6cm、器高20．6cmを測り、内外面ともナ

デによる調整が行われ、底部は回転糸切り

により切り離された後にナデによる調整が

行われている。また、外面上半部と内面口

縁部には暗褐色の和がかかり、さらにその

上から黒褐色の軸が部分的にかかっている。

SX03の時期については、骨壷の特徴

や後述する文献などから、江戸後半期の墓

と考えられる。

SKO3（第22図）

B13Grの褐色土上面で検出した木棺を伴

う土坑墓である。東側は調査区外へと達し

ているが、ほぼ楕円形になるものと考えら

れ、南北幅約76cm、最深部までの深さは約

24cmを測る。

断面の形状はも両肩から鋭角に落ちて底

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m

LTr一丁「－」l－一一一一」

第22図　SXO3実測図
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第23図　工事中出土遺物実測図（1）



面を平坦に作り出し、中央に木棺を置いている。また、覆土の状況から、底面に黒色粘質土を敷いて

木棺を置き、両肩を暗灰色土で人為的に埋めたことがわかっている。なお、木棺内に堆積しているに

ぷい褐色土、黒褐色粘質土については、木棺の蓋が存在しないうえ、上部が削平されているため、二

次的な堆積土であると考えられる。

木棺は、底板として2枚の板材を組み合わせ、その四隅に直立する角材を立てて四面に薄い板材を

組み合わせたものであり、底板の下には副木として角材を2本渡している。また、内面のほぼ中央で

は固まった骨片が検出されている。

遺構の時期は江戸後半期であろうが、SX03とは異なり、木棺が置かれていることなどから、S

X03にやや先行する時期の墓と考えられる。

王事申出丑の遺物（第23図◎第24図）

全区間の調査終了後、道路敷設工事の際に、D区東側の調査区外としていた法面が崩れ、骨壷や古

銭が出土している。

第23図－1は、四耳を有する骨壷である。内外面、底部ともナデによる調整が行われ、口径9．35cm、

底径11．0cm、器高26．7cmを測り、やや傾いている。また、外面上半部と内面口縁部には緑灰色の和がか

かっている。2は四耳を有さない骨壷で、内外面はタタキによって調整され、口径15．9cm、底径13．3cm、

器高25．3cmを測る。また、全面に暗褐色の和がかかっている。

骨壷は工事中に計5個体出土しているが、これらはSX03から出土している骨壷と同様に江戸後

半期に埋葬されたものと考えられる。

また、工事中に骨壷と同じ地点から出土した古銭は、計36枚ある。これらの中には2枚～4枚が付

着していて確認できないものもあるが、全て寛永通宝である（第24図）。

寛永通宝は、古寛永11枚と新寛永12枚が出土している（13枚は不明）。

古寛永は、寛永から明暦までに鋳造されたもので、文字が太くて大きいという特徴をもっ。鋳造地

については、水戸、江戸、坂本などがあるが、鋳造地までは判断し難い。

新寛永は、寛文から明治初年にかけて鋳造されたもので、文字は細く、すっきりした感じに仕上がっ

ている。新寛永は全国各地で鋳造されるようになるが、出土した新寛永の中には裏面に「文」の文字

が入るものが9枚出土している。これは、「文銭」と呼ばれ、寛文年間に江戸亀戸で鋳造されたもので

あろう。

文献に記載されている寺について

上述のように、D区の13Gr付近からは多くの墓坑が検出され、骨壷や木棺、古銭などが出土してい

る。これについては、当時の文献にも記載されている。
かんどぐんきたがたよろずさしだしちょう

『神門郡北方酎旨出帳』（1）によれば、当時（1754年）、付近には浄土宗「長囲寺」という寺が存在し

ていたことが記されている。このことより、1754年以前には、この寺が存在していたことが知られる。
かんどぐんこうこくちしそんし

しかし、明治10年代に編纂された『神門郡皇国地誌村誌』（2）にはこの寺は記載されておらず、この頃

には既に廃寺となっていたようである。
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文献と墓地の検出状況から考えると、D区の13Gr付近は浄土宗長囲寺の墓域で、さらに東に墓域が広

がっていたことが予想される。また、この寺の存在していた時期は比較的短期間で、18世紀から19世

紀前半にかけてと考えられる。

3　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　5

9　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　11 12　　　　　　　　　13

6　　　　　　　　　　　7

19　　　　　　　　20　　　　　　　　　21　　　　　　　　　22

25　　　　　　　　　　26　　　　　　　　　27

第24図　工事中出土遺物実測図（2）（古銭）

5cm
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SKO6（第25図）

D区のはぼ中央、A12GrからBllGr

にかけてオリーブ色粘質土上面で検出

した土坑状の遺構で、東側は調査区外

へと達している。検出長は東西2．7m以

上、南北約3．2m、最深部までの深さは

約70cmを測る。なお、検出高は標高3．78

mである。

覆土には、上層に褐色土や黒褐色、

褐色の砂質土が堆積しており、下層に

は非常に粘性の強い褐色、暗褐色の粘

質土が堆積している。断面の形状は、

やや西に偏った位置に最深部があり、

底面に料やや丸みを有している。東側

は一旦平坦に作り出し、最深部へと落

ちている。なお、最下層からは、かな

りの湧水がある。

遺物には、中世末の遺物が出土して

おり、遺構の南側に集中している。

第26図－1は中国明代（16世

紀後半）の青花腕である。高台

を有し、外面底部を除く全面に

淡緑灰色の和がかかっている。ま

た、内外面の口縁部やや下と底

部付近には青灰色の横線が入り、

外面体部と内面底部には青花が

染付られている。なお、焼成は不

良で、良質のものではない。

2は土師器皿である。内外面

とも回転ナデ、底部は回転糸切

りにより切り離されている。底

部と休部の境が明瞭ではなく、

底部に厚みがあるのが特徴であ

る。

3は木製の漆塗椀である。高

台を有し、外面には黒色、内面

36

2．黒褐色砂貿土　　　　　　6．婚褐色粘質土　　　　3層ほど砂粒を含まず、ややしまりかある

3．暗褐色粘貿土　　　　　　7．褐色枯貿土　　　　　粘性強く、しまりがない

4．褐色砂貿土　　　　　　　8．オリーブ色粘貿土　　5層より粘貿強く、しまりがない

0

、、一一一一＿＿＿＿一ノー

2m

第25図　SKO6実測図

第26図　SKO6出土遺物実測図



には褐色の漆が塗られ、体部外面2ヶ所の対応する位置には暗褐色の漆で文様が施されている。

4は、大型のニホンシカの左中足骨である。

以上のような出土遺物から、SK06が築かれた時期については、おおよそ16世紀代と考えられる

が、‘磁器については伝世するために注意が必要である。遺構の性格については、底部付近からはかな

りの湧水があるうえ、木枠と考えられる木片が多く出土していることから、井戸として機能していた

と考えられる。

SDO5・SDO6（第27図）

調査区の南、AllGrからBllGrにかけてオリーブ色粘質土上面で検出した2条の溝状遺構で、東西

方向に伸びている。なお、検出高は標高3．96mである。

北に位置するSD05は、西側は試掘トレンチによって切られているが、検出長3．3m以上、幅約40

cm、深さ約5cmを測る。覆土には暗褐色砂質土が堆積し、断面の形状は底面を丸く作り出してレンズ

状を呈している。なお、遺物は土師器の細片が出土しているにすぎない。

南に位置するSD06は、SD05と同様に西側は試掘トレンチによって切られ、東側は調査区外

へと達している。検出長5．5m以上、幅約1．7m、深さ約60cmを測る。覆土には、上層に暗褐色砂質土や

少し砂粒を含む灰褐色粘質土が堆積し、下層には粘性の強い黒褐色粘質土が堆積している。断面の形

状は、両肩から約45度の角度で底面へ向かって落ちるが、南側は一旦平坦面を作り出してから底面へ

とさらに落ちている。遺物は、土師器の細片のみの出土である。

第28図－1は、SD0

6から出土している土

師器嚢である。口縁部は

内外面ともナデによる

調整、内面頸部下にはケ

ズリによる調整が行わ

れている。口縁部は「く」

の字状に屈曲し、口縁端

部は丸くおさめている。

このような嚢は古墳時

代後期頃の遣物と考え

られ、SD O5・SD0

6については当該期に

築かれた可能性が強い。

また、遺構の性格につい

ては判断し難いが、SD

06の下層には粘質土

が堆積し、常に水の流れ

があったことが窺われ

礫ヱ、鰯。
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第27図　SDO5・SDO6実測図



ることから、水路として機能していたと考えられる。

土器群1（第29図）

A12Grで重なり合うような状況で出土した土器群である。

土器群は、幅約50cmx長さ1．0m、層厚約10cmの範囲に集中

しており、東西方向に広がっている。検出高は標高4．15mで、

層位的にはオリーブ色粘質土の上面、暗褐色土中で検出している。

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

l　一　一　一　一l　　　　＿」

第28図　SDO6出土遺物実測図

土器群から出土している遺物には竃や賓、土製支脚などがあり、貴重な資料となっている。

第30図－ユ～5は、移動式竃である。1は口径22．2cmを測る口綾部から体部にかけての破片で、口綾部

は内外面ともナデにより調整されているが、外面の一部にはケズリによる調整が認められる。これは、

外面に庇を貼付けた部位と考えられる。また、外面頸部下には約1mm間隔の細かいパケ、内面頸部下

は強いケズリによる調整が行われている。

2◎3は竃の脚部から胴部にかけての破片である。2は外面に約2mm間隔のパケ、内面は強いケズ

リによる調整が行われ、脚端部はやや外方に突出させて太くなっている。3は成形は2と同様である

が、外面に残るパケの間隔は約1mmで、2の竃よりも細かい。

4⑳5は焚口部分の破片である。4は焚口の左部分にあたり、脚部から1．5cmほど上に庇を貼付けて

いる。外面は1mm間隔の細かい縦方向のパケ、内面は強いケズリによって調整され、正面を向く平坦

面もケズリによる調整が行われている。なお、庇はやや外側を向いて突出している。5は、焚口の右

部分にあたり、脚部から10．5

cmほど上に庇を貼付けている。

外面は約2mm間隔のパケ、内

面と正面を向く平坦面はケズ

リによる調整が行われている。

庇は4のように外側を向かず、

まっすぐに突出している。

第31図－1は、第30図－4

と同様に焚口左部分の破片で

ある。外面は約2mm間隔のパ

ケ、内面と正面を向く平坦面

はケズリによる調整が行われ

ている。庇はまっすぐ突出し

ているが、上方は内側に湾曲

しており、上部の庇と結合す

る部位と考えられる。

2～5は聾である。2は日

録部は内外面ナデ、外面頚部

やや下からは縦、斜め方向の
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第29図　土器群1実測図



細かいパケ、内面頸部下はケズリによる調整が行われている。竃と違って体部に丸みを有し、外面の

39

第30図　土器群1出土遺物実測図（1）
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第31図　土器群1出土遺物実測図（2）

パケ調整が斜め方向に入ることが特徴である。3◎4も成形はほぼ同じで、いずれも外面にはススが

付着している。5は、2～4に比べると体部にはさほど丸みをもたず、外面のパケ調整も縦方向のみ

であることから、竃の口縁部の可能性がある。

6は土製支脚である。背面に円形の穴を穿ったもので、突起部は欠損しているが、このタイプの支

脚には、2本の突起しか有さない。底部には凹みを有して全面が強いナデにより調整され、全体に粗雑

な作りである。なお、前面には焼成痕が認められる。

7は、高塀の脚部であろうか。外面はナデ、内面筒部付近にはケズリによる調整が認められる。ま

た、筒部と脚端部には稜をなして、下方へ向いている。なお、この遺物は竃を供伴する時期の高塚と

はやや異なる器形で、壷の可能性もあるのではないだろうか。

以上のように、土器群1では多くの遺物を検出しているが、移動式竃を伴出していることから、こ

れら一連の遺物は6世紀後半から8世紀初頭にかけてのものと考えられる（3）。なお、移動式竃は安来
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たかひろ　　　　　　　　しぶやまいけ

市高広遺跡（4）、松江市渋山池遺跡（5）などから出土しているほか、市内でも三田谷I遺跡（6）から出土し

ており、これらの遺跡では、蜜、甑とセットで検出されている。土器群1では甑は検出されていない

が、これは調査範囲が限られたものであることに要因があろう。

遠構外の出土遺物（第32図～第34図）

D区では遺構中から出土している遺物も多いが、オリーブ色粘質土上面に堆積している褐色土◎暗

褐色土を中心として、古墳時代後期から中世末にかけての遺物を検出している。また、13Grの上層に

堆積している褐色土中には近世墓地関連の遺物を多く包含している。

第32図－1は土師器の壷である。頚部は強く屈曲し、口縁部内外面は粗雑なナデ、内面頸部下には

ケズリによる調整が認められる。

2～5は土師器饗である。2は日録端部が外反し、口縁部外面はナデ、内面は横方向の部分的なパ

ケが認められ、内面頸部下からはケズリによる調整が行われている。3　◎4は、目線部は内外面とも

ナデ、内面頸部下はケズリによる調整がなされるが、3は口縁端部がやや外反して先細りとなり、4

は頚部がゆるく屈曲するのが特徴である。5は成形は同様であるが、内面のケズリが頸部上位にまで

及んでいる。

6は土師器の鉢、あるいは甑であろうか。頚部から口縁部にかけて短く外方へ屈曲し、口縁部は内

外面ともナデ、内面頸部下からはケズリによる調整が行われている。なお、この遺物は土器群1の近

くから出土している。

以上のような土師器は全体の形状が把握できないが、おおよそ古墳時代後期から奈良時代にかけて

の資料であろう。

7◎8は須恵器饗の日録部である。7は目線部の1cmほど下に突帯を有し、その下に4条の凹線が

入って、その間に波状文が施されている。8は口縁部の1．5cmほど下に段を有し、口縁端部は丸くおさ

める。いずれも古墳時代後期以降のものであろう。

9～12は須恵器高台付腕、あるいは杯である。9はほぼ完形の高台付腕で、内外面とも回転ナデ調

整され、高台部は外傾している。10⑳11も同様に高台部が外傾し、底部はへラ切り後、ナデによる調整

が行われているようである。12◎13は、内外面とも回転ナデにより調整されているが、高台部は短く

直立し、断面は四角形を呈している。これらの碗◎埠は、9～11が古墳時代終末期、12⑳13はやや後出

するものであろう。

14は無高台の杯で、口縁端部はやや下方から屈曲して外反し、底部は回転糸切りにより切り離され

ている。奈良時代の資料であろう。

15◎16は須恵器の琢身である。日録部の立ち上がりは短く内儀するが、15は16に比べると上方に立ち

上がっており、やや古い様相を示している。これらの琢身は6世紀後半から7世紀前半にかけての資

料であろう。なお、16は焼成が不良で、土師器のような淡褐色を呈している。

17は、輪状っまみを有する須恵器蓋である。内面はナデ、外面っまみの周囲はケズリによる調整が

行われている。7世紀末以降の資料であろう。

18は須恵器高塀の師部である。琢部底部付近の外面に1条の突帯を有し、その上位には波状文が施
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されている。古墳時代後期でもやや古い様相を示す資料であろう。

19は土製支脚である。全面が強いケズリによって調整され、焼成痕が認められることから、前面の

破片であろう。

20は砥石である。全面に使用痕が認められ、かなりの凹みを有しており、薄い部分の厚さは約3mm

である。石材には緑色凝灰岩を用いている。

21◎22は土錘である。21は円形のもので、手捏ねにより粗雑に作られている。22は最大径が3．45cmと

かなり太い管状土錘である。なお、21は土器群1の近くから出土している。

23は馬歯である。AllGrのにぷい赤褐色土中から出土している。

第33図－1～5は土師器皿、あるいは塔である。1◎2は形態、特徴がよく似ており、内外面は回

転ナデにより調整され、底部は回転糸切りにより切り離される。また、体部中央から目線端部にかけ

て外反し、口径に対して底径が大きくなっている。このタイプの皿は13世紀以前には類例がなく、14

世紀以降の遺物と考えられる。3は杯と考えられ、底部は回転糸切りにより切り離されている。4は

小皿であるが、底部はナデ調整されている。5も小皿であり、内外面とも回転ナデにより調整されて

いるが、器壁が非常に厚く、内面が黒褐色を呈しているのが特徴である。風化が著しいが、内面に漆

が塗られていた可能性もある。

6は、土師器鉢であろうか。外面目線部には玉線状の突帯を有し、内面は斜め方向のパケによる調

整が行われている。時期については不明であるが、形態的にはB区で出土している第16図－16の東播

系須恵器と似ている。

7◎8は台付の皿Lあるいは杯であろう。このタイプのものは、松江市芙蔽遺跡（7）言鮎逼遺跡（8）

などからも出土しており、12世紀後半以降に出現する器形である。

9◎10は器形不明の土師器である。C区出土の第18図－4と同タイプのもので、内外面ともにナデ

調整され、頸部下には貼付部がはずれたと考えられる痕跡が認められる。

11は、寛永通宝の古寛永と呼ばれるもので、裏面は無文である。

12～14は、ミニチュアの杯である。3点とも近世の墓域である13Grからの出土で、供献用のもので

あろう。底面には糸切り痕は認められず、型作りと考えられる。

15は、9⑳10と同様に内外面ともナデ調整されており、頸部下には貼付部がはずれた痕跡が認めら

れ、さらに口縁部にも貼付突帯を有している。

16◎17は白磁である。16は高台付腕で、高台部と内面底部を除いて灰白色の和がかかっている。17は、

外面日録部に玉縁が付くものである。その特徴から11世紀後半から12世紀代にかけての資料であろう。

18は常滑系陶器聾の肩部であろう。外面には押印が認められる。

19◎20は陶器の捨鉢である。底部から口縁部にかけて逆「ハ」の字状に開き、目線端部は屈曲し、直

立する。このタイプの措鉢は室町前半期（14世紀頃）のものであろう。なお、20は備前焼である。

21～25は青磁の高台付埠、あるいは腕である。いずれも高台部を除く全面に暗線灰色の粕がかって

いる。なお、破片には剣型の幅が狭い蓮弁文を施しているものもある。

26は白磁腕である。日録端部は外反し、内外面には白色の和がかかっている。これらの青磁⑳白磁

は、その特徴から15世紀後半から16世紀にかけての資料であろう。
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27は備前焼大聾の胴部であり、内外面ともナデにより調整されている。

第34図－1◎2は青花である。1は皿で、口縁端部が外反する。外面体部に文様が染付けられ、内

面口縁部付近には2本の横線が施されている。2も皿と考えられ、体部から目線部にかけては内湾し

ながら立ち上がり、口縁端部は丸くおさめている。外面休部には細かい文様、内面口縁部付近には2

本の横線が染付けてある。これらの青花は、SK06で出土した第26図－1と同時期のものと考えら

れ、16世紀代の資料であろう。

3◎4は李朝陶器の塊、あるいは埠である。3は竹節状の高台を有し、底部を含め全面に暗線灰色

の和がかかっている。4も高台を有し、全面に乳白色の和がかかっている。2点とも16世紀代の資料

であろう。

5は肥前系陶器の鉢である。外面上半部と内面には暗褐色の和がかかり、内面には波状の刷毛目を

施している。17世紀前半のものであろう。

6は近世の陶器鉢で、外面はナデ、内面はタタキによる調整が行われ、外面の一部にはパケによる

調整が認められる。

7は磁器皿で、全面に白色和がかかり、内面には刷毛目により、青◎白の鶴を措いている。なお、

この皿は骨壷と重なり合って出土しており、蓋として利用されていた可能性もある。

8は骨壷の口縁部で、上面にフラットな面を有し、暗褐色の和がかかっている。
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出土遣物観察衷（土器）

挿図番号 出土地点 器　 種
法　　 量 （cm）

形態 e手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考
口径 底径 器高

20－ 1 B 13G r 四耳壷 8．8 8．6 20．6 外／ナデ 外／黄褐色 良好 外面上半部と内面口
SX O3 （骨壷） 内／ナデ

底／回転糸切 り後ナデ
内／灰色 綾部に暗褐色e茶褐

色の粕がかかる

23－ 1 B 13G r 四耳壷 9．35 11．0 26．7 外／ナデ 外／赤褐色 密 良好 外面上半部と内
工事中 （骨壷） 内／ナデ

底／ナデ
内／灰色 1m大の白色。黒

色砂粒を含む
面口綾部に緑灰
色の軸がかかる

－　2 B 13G r ・＝土ご宝E 15．9 13．3 25．3 目線部内外面ナデ 暗褐色 密 良好 全面に暗褐色の
工事中 （骨壷） 外／タタキ

内／タタキ
断／淡褐色 粕がかかる

26－ 1 A 12G r 青花 13．7 4．9 4．65 外／ナデ 淡緑灰色 密 やや不良 内外面口綾部と底部付近
SK O6
（上層）

高台付
碗

内／ナデ

ーか

断／淡灰色 に線が入り、外面休部と
内面底部に青花

－　2 A 12G r 土師器 11．5 6．8 2．0 外／回転ナデ 淡黄褐色 密 良好 底部と体部の境が明
SK O6
（上層）

皿 内／回転ナデ
底／回転糸切 り

石英多く含む 瞭ではない
底部に厚味がある

－　3 A 12G r 木製品 16．4 7．0 6．05 体部に丸みを有す 外／黒色 － 外面体部に文様
SK O6
（上層）

高台付
漆塗椀

挽物 内／暗赤褐色 が入る

28－ 1 A llG r
SD O6

土師器
餐

17．3 口縁部内外面ナデ
頚部下　 内／ケズリ

褐色 やや粗い
1Ⅲ以下の白色砂掛
石英。雲母含む

良好

30－ 1 A 12G r 土師器 22．2 口縁部内外面ナデ 淡褐色 やや粗い 良好 外面口縁部に一
土器群 1 竃 頸部下　 外／縦方向パケ

内／ケズリ
1皿以下の白色砂断
石英多く含む

部ケズリが入る
貼付痕か ？

－　2 A 12G r
土器群 1

土師器
竃

31．4 外／縦方向パケ
内／ケズリ

淡褐色 やや粗い

1m以下の白色砂
粒含む

普通

－　3 A 12G r
土器群 1

土師器
竃

30．8 外／縦方向パケ
内／ケズリ

淡黄灰色 やや粗い

1m血以下の白色槻・
石英多く含む

良好

－　4 A 12G r 土師器 外／縦方向パケ 淡褐色 やや粗い 普通 焚口左側の部分
土器群 1 竃 内／ケズリ 1皿以下の白色抽・

石英多く含む
破片
庇貼付

－　5 A 12G r 土師器 外／縦方向パケ 黄褐色 密 良好 焚口右側の部分
土器群 1 竃 内／ケズリ 1皿以下の白色槻 ・

石英多く含む
破片
庇貼付

31－ 1 A 12G r 土師器 外／縦方向パケ 淡褐色 密 良好 焚口左側の部分
土器群 1 竃 内／ケズリ 1皿以下の白色槻 ・

石英。雲母含む
破片
庇貼付

－　2 A 12G r
土器群 1

土師器
賓

27．6 日経部内外面ナデ
頸部下　 外／パケ

内／ケズリ

淡褐色 密

1皿以下の白色砂断
石英。雲母多く含む

良好

－　3 A 12G r 土師器 29．2 口綾部内外面ナデ 外／暗褐色 密 普通 外面スス付着
土器群 1 蛮 頸部下　 外／パケ

内／ケズリ
内／褐色 1皿大の白色纏 。石

英・雲母多く含む
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挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （cm）

形態 e手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器高

31－　4 A 12G r 土師器． 30．0 ロ縁部　 内外面ナデ 淡褐色 密 良好 外面体部にスス
土器群 1 聾 頸部下　 外／ナデ

内／ケズリ
1Ⅲ以下の白色槻・
石英・雲母含む

付着

－　5 A 12G r 土師器 22．3 口縁部　 内外面ナデ 外／淡褐色 やや粗い やや不良 外面体部にスス
土器群 1 竃or蛮 頚部下　 外／ナデ

内／ケズリ
内／褐色 1皿大の白色砂粒・石

英・雲母含む

付着
外面目線部に一
部桟パケ

－　6 A 12G r
土器群 1

土製支脚 ナデ、一部ケズリ 淡褐色 やや粗い
1～2皿大の白醜 ・
石英・雲母多く含む

普通 背面に円形の穴
あり
突起が 2本っく

－　7 A 12G r 土師森 外／ナデ 淡褐色 密 普通 脚端部すぼまり
土器群 1 高塀？ 内／簡部付近ケズリ？ 石英 e 雲

母含む
稜を作る

32－ 1 a12G r
9層

土師器
壷or蛮

19．8 口縁部　 内外面ナデ
頚部下　 内／ケズリ

淡褐色 密
1皿以下の白色槻・
石英・雲母多く含む

不良

－　2 a 13G r 土師器 27．4 口縁部　 外／ナデ 外／暗褐色 やや粗い 普通 外面スス付着
9層 餐 内／横方向パケ

頸部下　 内／ケズリ
内／褐色 1皿大の白色砂粒・石

英・雲母多く含む

－　3 A llG r 土師器 20．0 ロ縁部　 内外面ナデ 外／暗栂色 やや粗い 良好
8層 聾 頸部下　 内／ケズリ 内／褐色 1皿以下の白色槻・

石英・雲母多く含む

－　4 A 12G r

9層

土師器
蛮

27．2 口縁部　 内外面ナデ
頸部下　 内／ケズリ

淡黄褐色 やや粗い

1皿以下の白色槻・
石英・雲母多く含む

普通

－　5 A 12G r
9層

土師器
竃or嚢

22．4 ロ縁部　 内外面ナデ
頚部やや上から内面ケ
ズリ

淡褐色 粗い
1Ⅲ以下の白色妙齢
石英・雲母多く含む

良好

－　6 A 12′～A 13
SE C

土師器
鉢or甑

21．0 口縁部　 内外面ナデ
頸部下　 内／ケズリ

熟

褐色 密
1皿大の白色砂粒・石
英多く含む

やや不良

－　7 A llG r 須恵器 36．0 外／ナデ 淡 オ リ　ー 密 良好 凹線の問に波状

7層 嚢 内／ナデ
外面突帯 1条、凹線4
条入る

ブ褐色 文が入る

－　8 B 12～B ll
SE C

須恵器
聾

18．6 外／ナデ
内／ナデ

外／暗灰色
内／灰色

密 良好

－　9 allG r 須恵器 12．9 7．3 4．6 外／／ナデ 灰色 やや粗い 普通
7層 高台付

碗
内／ナデ 外面一部

暗灰色
1皿以下の白色槻・
石英多く含む

－10 西側溝 須恵器
高台付
碗

10．4 外／／ナデ

内／ナデ
底／回転糸切り

外／暗灰色
内／灰色

密 普通 高台部外傾する

－11 A 13G r
1層

須恵器
高台付

琢or塊

7．5 外／ナデ
内／ナデ

暗灰色 密
1m以下の白色槻多
く含む

良好 高台部外傾する
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挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （cm）

形態◎手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器高

32－12 a13G r
9層

須恵器

高台付
碗

9．4 外／ナデ
内／ナデ

灰色 やや粗い
1皿大の白桃 。
石英多く含む

普通

－13 A 12G r
9層

須恵器
高台付
塔or碗

7．7 外／ナデ
内／ナデ

暗灰色 密

1m以下の白色砂
断石英含む

普通

－14 A llG r 須恵器 11．1 6．6 3．3 外／回転ナデ 灰色 密 良好 日経端部やや外
7層 杯 内／回転ナデ

底／回転糸切り
1m以下の白色砂
粒多く含む

反する

－15 西側溝 須恵器
杯

外／ナデ
内／ナデ

外／暗灰色
内／灰色

密 良好 口縁端部内傾す

る

－16 A 12G r 須恵器 12．2 外／ナデ　　 ⑬ 淡褐色 やや粗い 不良 口縁端部内傾す

9層 塔 ・内／ナデ 1皿皿以下の白色砂粒。

石英多く含む
る

－17 a12G r
7層

須恵器
蓋

外／ナデ
内／ナデ

灰色 密 普通 輪状っまみを有
す

－18 A 12G r
9層

須恵器
高塀

外／ナデ
内／ナデ

灰色 密 良好 波状文が入る

－19 a12G r
9層

土製支脚 外／ケズリ
内／ケズリ

淡褐色 やや粗い

1皿大の白色純。石
英。雲母多く含む

普通 焼けている

33－ 1 表採 土師器

皿

9．7 6．6 2．2 外／ナデ
内／ナデ
底／ナデ

橙褐色 密
石英含む

良好 口縁端部外反す

る

－　2 B 13G r 土師器 10．6 7．2 2．2 外／回転ナデ 外／淡黄褐色 やや粗い 不良 目線端部外反す
9層 皿 内／回転ナデ

底／回転糸切り
内／黄褐色 る

－　3 A 13G r
1層

土師器
杯

6．2 外／回転ナデ
内／回転ナデ
底／回転糸切り

橙褐色 密
石英多 く
含む

良好

－　4 A llG r 土師器 7．7 5．8 1．55 外／ナデ 外／褐色 密 普通
3層 小皿 内／ナデ

底／ナデ
内／淡橙褐色 1皿以下の白色蝿。

石英多く含む

－　5 北側溝 土師器
小皿

6．6 5．8 2．3 外／ナデ
内／ナデ
底／不明

外／褐色
内／黒褐色

密
石英。金雲母多

く含む

良好 厚みがある

－　6 B llG r 土師器
鉢？

24．0 外／ナデ
内／斜め方向パケ

淡褐色 密
石英e雲母多く
含む

やや不良 口縁端部外面に
玉線状の突帯を
貼付ける

－　7 表採 土師器
台付
塔or腕

6．2 ナデ 橙褐色 やや粗い
石英含む

普通
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挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （cm）

形態 e手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器高

33－　8 A 12G r
9層

土師器
台付
塔or碗

5．8 ナデ 橙褐色 粗い
1mm以下の白色砂
粒多く含む

やや不良

－　9 A 13G r 土師器 31．8 外／ナデ 橙褐色 密 良好 外面頚部下に貼
1層 ？ 内／ナデ 石英 e 金

雲母含む

付部がはずれた
痕あり
外面スス付着

－10 A 13G r 土師器 18．0 外／ナデ 橙褐色 密 良好 外面頚部下に貼
1層 ？ 内／ナデ 石英含む 付部がはずれた

痕あり
外面スス付着

－12 表採 カワラケ
小皿

5．45 4．2 1．5 外／ナデ
内／ナデ
底／ナデ

橙色 密

1皿以下の白色槻・
石英多く含む

良好

－13 A 13G r
1層

カワラケ
小皿

5．5 2．4 1．65 外／ナデ
内／ナデ
底／ナデ

橙色 密 普通

－14 A 13G r
1層

カワラケ
小皿

5．6 4．0 1．6 外／ナデ
内／ナデ
底／ナデ

橙色 密
石英多 く
含む

良好

－15 A 13G r 土師器 30．6 口縁部に貼付突帯あり 淡橙褐色 密 普通 外面頸部下に貼
1層 ？ 外／ナデ

内／ナデ
石英多 く
含む

付部がはずれた
痕あり
外面スス付着

－16 A 13G r
9層

白磁
高台付
塔or碗

6．6 外／ナデ
内／ナデ

淡緑灰色 密 良好 高台部 e底部を
除く全面に淡緑
灰色の粕がかか
る

－17 A 13G r
9層

白磁
？

外面口縁部に玉線
外／ナデ
内／ナデ

淡緑灰色 密 良好 内外面ともに淡
緑灰色の粕がか

かる

－18 a13G r 常滑系陶器 外／ナデ 外／暗赤褐色 密 普通 片部破片
1層 大賓 内／ナデ

砂

内／暗褐色
断／灰色

1m以下の黒色砂
粒を含む

押印がある

－19 a12G r 備前焼 外／ナデ 外／暗赤褐色 密 普通 口縁端部直立ぎ
7層 揺鉢 内／ナデ、措目 内／橙褐色 1皿大の白桃 。

石英多く含む
みに立ち上がる

－20 A llG r 陶器 外／ナデ 暗灰色 密 不良 目線端部直立ぎ
7層 措鉢 内／ナデ、揺目 断／灰色 1皿大の白色砂粒

多く含む
みに立ち上がる

－21 A 13G r 青磁 6．0 外／ナデ 淡緑色 密 良好 底部以外は淡緑
9層 高台付

杯or碗
内／ナデ 断／灰白色 色の粕がかかる

－22 A llG r 青磁 6．0 外／ナデ 淡緑色 やや粗い やや不良 底部以外は淡緑
7層 高台付

塔or碗
内／ナデ 断／淡褐色 色の粕がかかる

－23 allG r 青磁 6．1 外／ナデ 暗緑灰色 密 内面底部に円形の文様あり
7層 高台付

杯or碗
内／ナデ 断／灰色 底部を掛て暗新色の鞄がか

かる
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挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （皿）

形態 e手法の特徴 色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考

口径 底径 器高

33－24 B llG r 青磁 6．6 外／ナデ 暗緑灰色 密 良好 底部を除いて暗
7層 高台付

塔or碗
内／ナデ 断／灰色 緑灰色の粕がか

かる

－25 A llG r 青磁 6．6 外／ナデ 暗線灰色 密 良好 暗緑灰色の粕が
8層 高台付

塔or碗
内／ナデ 断／灰白色 かかる

－26 A 12G r

9層

白磁
塊

9．4 外／ナデ
内／ナデ

白色
断／灰白色

密 普通 白色粕がかかる

－27 東側溝 備前焼
大聾

外／ナデ

内／ナデ

外／暗赤褐色

内／暗灰色
密
1mm以下の白
色砂粒含む

普通 胴部破片

34－ 1 A llG r 青花 12．0 －p外／ナデ 淡青灰色 密 良好 内外面に文様あり
7層 皿 内／ナデ 断／灰白色 口縁端部外反する

－　2 A llG r 青花 9．5 外／ナデ 淡青灰色 密 良好 内外面に文様あ
7層 皿 内／ナデ 断／灰白色 り

－　3 A llG r 李朝陶器 5．2 外／ナデ 暗緑灰色 密 やや不良 竹節状の高台を
7層 高台付

塔or腕
内／ナデ 断／灰色 1m以下の黒色砂

粒を多く含む
有す
全面に暗線灰色
の粕がかかる

－　4 A llG r 李朝陶器 4．2 外／ナデ 乳白色 密 普通 全面に乳白色の
7層 高台付

埠or碗
内／ナデ 断／灰色 軸がかかる

－　5 東側溝 肥前系陶器
鉢

20．0 8．0 5．15 外／ナデ
内／ナデ、刷毛目入る

外／褐灰色
内／灰色

断／灰色

密 良好 外面上半部と内面に
暗褐色の粕がかかる
重ね塊の痕あり

－　6 A 13G r 陶器 15．6 外／底部付近ナデ 外／暗褐色 密 普通
9層 鉢 胴部パケ

内／底部付近ナデ
胴部タタキ

内／赤褐色
断／暗赤褐色

1皿以下の白色砂
粒多く含む

－　7 B 13G r 磁器 （最欄 頒大齢（最大高）外／ナデ 白色 良好 内面に鶴の刷毛目が入る
1層 皿 10．9 6．3 2．15 内／ナデ 全面に白色軸がかかる

－　8 東側溝 陶器 11．6 外／ナデ 暗褐色 密 良好 暗褐色の粕がか
士宣E 内／ナデ 断／灰色 1皿以下の白色。

黒色砂粒を含む
かる

出立遣物観察表（その他の遺物）

挿図
番号

出土地点 製品名 遣存状況 材　　 質
最大長
（cm）

最大幅
（qm）

最大厚
（cm）

重量
（g）

備　　　 考

24－ 1 B 13G r
工事中

古　 銭
（新寛永）

完　 形 鉄 2．45 2．45 0．15 3．5
表 ：「寛永通賓」
裏 ：「文」
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挿 図

番号
出土地点 製 品名 遺存状況 材　　 質

最大長

（cm）

最大 幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g）
備　　 老

24－　2
B 13G r

工事 中

古銭

（古寛永 ）
完形 銅 2．4 2．4 0．15 4．0

表 ： 「寛永通賓」

裏 ：無文

－　3
B 13G r

工事 中

古銭

（新寛永）
完形 銅 2．4 2．4 0．15 4．5

表 ： 「寛永通賓」

裏 ： 「文」

－　4
B 13G r 古銭 上部一部

銅 2．45 2．45 0．1 4．0
表 ： 「寛永通賓」

工事 中 （古寛永） 欠損 裏 ：無文

－　5
B 13G r

工事 中

古銭

（新寛永）
完形 銅 2．35 2．35 0．15 4．0

表 ： 「寛永通賓」

裏 ： 「文」

－　6
B 13G r

工事 中

古銭

（古寛永）
完形 銅 2．3 2．3 0．1 3．5

表 ： 「寛永通賓」

裏 ：無文

－　7
B 13G r

工事 中

古銭

（新寛永）
完形 銅 2．45 2．45 0．15 4．0

表 ： 「寛永通賓」

裏 ： 「文」

－　8
B 13G r

工事 中

古銭

（古寛永）
完形 銅 2．4 2．4 0．15 4．5

表 ： 「寛永通賓」

裏 ：無文

－　9
B 13G r

工事 中

古銭

（古寛永）
完形 銅 2．55 2 t55 0．1 4．0

表 ： 「寛永通賓」

裏 ：無文

－10
B 13G r

工事 中

古銭

（古寛永）
完形 銅 2．5 2．5 0．2 4．0

表 ： 「寛永通賓」

裏 ：無文

－11
B 13G r

工事 中

古銭

（新寛永）
完形 銅 2．4 2．4 0．15 3．5

表 ： 「寛永通賓」

裏 ：無文

－12
B 13G r

工事 中

古銭

（古寛永）
完形 銅 2．3 2．3 0．15 4．5

表 ： 「寛永通賓」

裏 ：無文

－13
B 13G r

工事 中

古銭

（1枚日新寛舶
完形 銅 2．5 2．5 0．2 5 7．5

2 枚付着

表 ：1 枚 目 「寛永通賓」

裏 ：’2 枚 目 「文」

－14
B 13G r

工事中

古銭

（古寛永）
完形 銅 2．55 2．55 0．15 3．5

表 ： 「寛永通賓」

裏 ：無文

－15
B 13G r

工事中

古銭

（古寛永）
完形 銅 2．5 2．5 0．15 3．5

表 ： 「寛永通賓」

裏 ：無文

－16
B 13G r

工事中

古銭

（新寛永）
完形 銅 2．55 2．55 0．2 4．5

表 ： 「寛永通賓」

裏 ：無文
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挿 図

番号
出土地点 製 品名 遺存状況 材　　 質

最大長

（cm）

最大 幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g ）
備　　　 考

24 －17
B 13G r

工事 中

古銭

（新寛永）
完形 銅 2．5 2．5 0．15 4．0

表 ： 「寛永通賓」

裏 ： 「文」

－18
B 13G r

工事 中

古銭

（新寛永）
完形 銅 2．55 2．55 0．15 4．0

表 ： 「寛永通賓」

裏 ： 「文」

－19
B 13G r

工事 中

古銭

（不 明）
完形 銅 2．55 2．55 0．15 3．5

表 ： 「寛永通賓」

裏 ：無文

－20
B 13G r

工事 中

古銭

（古寛永）
完形 銅 2．35 2．35 0．15 3．5

表 ： 「寛永通賓」

裏 ：無文

－21
B 13G r

工事 中

古銭

（新 寛永）
完形 銅 2．3

あ

2．3 0．2 4．0
表 ： 「寛永通賓」

裏 ： 「文」

－22
B 13G r

工事中

古銭

（盲 寛永 ）
完形 銅 2．45 2．45 0．15 4．0

表 ： 「寛永通賓」

裏 ：無文

－23
B 13G r

工事 中

古銭

（新寛永）
完形 銅 2．55 2．55 0．2 4．0

表 ： 「寛永通賓」

裏 ： 「文」

－24
B 13G r

工事 中
古銭 完形 銅 2．55 2．55 0．4 11．0

3 枚付着

表 ：1枚 目 「寛永通賓」

裏 ：3 枚 目 「文」

－25
B 13G r

工事中
古銭 完形 銅 2．65 2．65 0．4 11．0

3 枚 付着

表 ：1 枚 目 「寛永通賓」

裏 ：3 枚 冒 「文」

－26
B 13 G r

工事中

古銭

（不明）
完形 銅 2．3 5 2．3 5 0．3 7．5

表面が 2 枚付着

表 ：不明

裏 ：無文

－27
B 13 G r

工事中
古銭 完形 銅 2．6 2．6 0．55 16．0

4 枚付着

表 ：1 枚 目 「寛永通賓」

裏 ：4 枚 目無文

26－　4

A 12G r

S K O6

（中層）

ニホ ンシカ

中足骨 （左）

中足 骨部

のみ － 9．0 3’．7 2．2 30．0 大型のニ ホンシカ

32－20
a llG r

3層
砥石 両端欠損 緑色凝灰岩 5．1 3．0 1．9 21．0 全面 に使 用痕残 る

－21
a 12G r

9層
土錘 完形 土製 3．75 3．55 35．5 手捏 ね

－22
A llG r

8層
土錘 一部欠損 土製 5．9 3．45 3．05 60．0
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挿 図

番号
出土地点 製 品名 遺存状況 材　　 質

最大長

（皿）

最大 幅

（cm）

最大厚

（cm）

重量

（g ）
備　　　 考

32－23
A llG r

7層
馬歯 一部欠損 － 7．75 2．7 1．95 36．5

33－11
A 13G r

1層

古銭

（古寛永）
完形 鉄 2．45 2．45 0．15 3．0

表 ： 「寛永通賓」

裏 ：無文
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Ⅶ◎　監区の調査

頂。匠匿の概要

E区は全調査区の最北部に位置し、東はC区との間を南北に通る市道に面し、北は国道9号線に面

している。調査に入る前には駐車場として利用され、1．5m程度の盛土がしてあったことから、重機に

よって盛土を取り除き、排土した。そして東西、南北ともに5m間隔のグリッドを設定し、南側から

Al～A2Grとした。E区の調査面積は、東西5mX南北約10mの約50rrfである。

層　序（第35図）

E区の層序は、基本的にほぼ同じ様相を示している。盛土の下は、上層から緑灰色土、褐色土、暗

褐色土、明褐色粘質土、黒褐色粘質土と堆積し、オリーブ色粘質土へと達する。この層序は市道を隔

てたC区とほぼ対応しており、E区の下位2層は、それをれC区の明褐色土、暗褐色粘質土に対応す

る。また、下位2層からは湧水がひどく、水処理に悩まされた。なお、層序的にはB◎C区とほぼ同

じ様相を示していることから、オリーブ色粘質土上面に堆積している層は、何度かの削平を受けてい

るものと考えられる。

遺　構

E区では、遺構は検出されなかった。特に、下位2層からは湧水がひどく、遺構の検出が難しい状

況ではあったが、各グリッドにおける土層断面にも確実に遺構と考えられるような落ち込みは認めら

れていない。

2。遺　物（第36図）

遺物は、E区の基盤層であるオリーブ色粘質土上面に堆積している黒褐色粘質土を中心に、盛土を

除く全ての層から出土している。古墳時代後期から近世にかけての遺物が認められるが、時期として

は古墳時代後期の遺物が中心である。なお、上位3層に中世から近世にかけての遺物、下位2層に古

墳時代後期から奈良時代の遺物を多く包含する傾向にある。

1．線灰色土

2．褐色土

3．暗褐色土

3：暗褐色土　　3層よりやや明るい

4．明褐色寒占買土

5．黒褐色寒占貿土

6．オリーブ色宰占貿土

第35図　E区堆積土層図
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第36図－1は、移動式竃である。

口径28．2cmを測る日録部から体部に

かけての破片で、口縁部は内外面

ともナデにより調整されている。

外面頸部下は約2mm間隔の縦方向

のパケ、内面頸部下からはケズリ

による調整が行われている。上部

に付く庇は、やや上方に向けて大

きく突出する。また、庇下部の焚

口部は平坦に作っている。

移動式竃は、D区土器群1から

も蛮◎土製支脚とともに出土して

いるが、E区では土製支脚は確認

されていない。

0

「＿＿日一言　　17cm

第36図　出土遺物実測図

2は、須恵器高塀である。外面脚部に線状の切り込みが入るタイプのもので、内外面ともにナデ調

整されている。高広編年（1）ⅡA期（7世紀初頭～前葉）頃の資料と考えられる。

註

（1）『高広遺跡発掘調査報告書』　島根県教育委員会1984年

出立遺物観察喪

挿図番号 出土地点 器　 種

法　　 量 （cm）

形態 e手法の特徴

劾

色　 調 胎　 土 焼　 成 備　　 考
口径 底径 器高

36－ 1 A IG r 土師器 28．2 口縁部内外面ナデ 外／褐色 やや粗い 良好 上部の庇は上方
5層 竃 頚部下外／パケ

内／ケズリ
庇／ナデ

内／暗褐色 血以下の白色砂
掛石英。雲母。金
雲母多く含む

を向く

－　2 A IG r 須恵器 外／ナデ 灰色 やや粗い 良好 細部に切り込み
5層 高塀 内／ナデ 1皿大め白色砂粒

多く含む
状の透しあり

56



Ⅷ。ま　　と　　め

本書では、壱丁田遺跡から検出された遺構や遺物を通して、その性格や時期について検討してきた

わけであるが、ここでは、調査区全域にわたってどの時期に遺構が築かれ、集落が営まれていたかを

時期別にまとめることとする。

古墳時代前期末～中期

この地域に遺跡が形成され始めた時期にあたり、A区◎B区◎C区から遺物が出土している。A区

からは1点のみの出土であるが、口縁端部が内偵するという特徴から布留系の聾と考えられ、当遺跡

から出土した遣物の中では最も古い様相を示している。その他、器種としては土師器壷◎聾がある。

遺構としては、B区のSDOl～SDO4◎SX03が当該期にあたり、古墳時代中期の遺物が出

土している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳

遺構や遺物の出土量から考えると、B区付近を中心として当該期の集落が広がっていることが窺え

る。

古墳時代後期～奈艮時代

全調査区から遺物を検出しているが、D区からの出土量が地区を圧倒している。中でも土器群1か

らは、移動式竃と聾、土製支脚がセットで出土しているのが注意される。なお、移動式竃はE区でも

検出されている。その他、器種としては土師器壷◎饗、須恵器琢◎高塚⑳聾などのほか、土錘も出土

している。

当該期の確実な遺構としては、B区SDO5、D区SDO5◎SD06があり、少量ではあるが土

師器、須恵器が出土している。

遺構や遺物の出土量から考えると、この地域一帯に当該期の集落が営まれ、その中心はB区◎D区

付近にあることが窺える。

平安時代～室町時代

全調査区から遺物が検出されているが、時期的には室町期の遺物が多い。その中には中国から輸入

された白磁◎青磁⑳青花のほか、備前焼◎常滑系陶器などがあり、バラエティーに富んでいる。A区◎

D区からの出土が多く、当該期における集落は、この地域を中心として広がっていたことが窺える。

なお、土師器杯の中には平安期⑳鎌倉期の遺物も含まれていると考えられ、D区からは11世紀後半

から12世紀代にかけての玉縁の付く白磁が出土している。

遺構としては、16世紀頃に築かれたD区SK06があり、この遺構は井戸として利用されていたと

考えられる。出土遺物には、青花や漆塗椀◎土師器皿などがあり、出雲平野の中世末期を考えるうえ

で貴重な資料となった。
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近　世

A区⑳D区を中心として全調査区から遺物を検出している。唐津焼◎肥前系陶器などが出土してい

るとともに、D区の近世墓地に伴って骨壷や古銭が多く出土している。

D区で検出した近世墓地は♪文献から浄土宗長囲寺という寺であったことが知られ、18世紀から19

世紀前半にかけて存在していたと考えられる。なお、遺構や遺物の検出状況から、墓域はさらに東方

に広がっていることが予想される。

遺構としては、D区でSXO3◎SK03などの墓穴を多く検出している。
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図 版



壱丁田遺跡空中写真

発掘調査区空中写真
（A区・D区）

A区
SKOl完掘状況

′・

j



A区
SKOl・SXOl・SXO2完掘状況

A区
SKO2完掘状況

B区
遺構検出状況（全体）



B区
遺構検出状況（北側）

B区
SDO5断面



D区
SKO2・SXO3検出状況



D区
遺構検出状況（北側）

D区
SKO6遺物出土状況

D区
SKO6完掘状況



D区
SDO5・SDO6完掘状況

D区
土器群1遣物出土状況（部分）



図版7

D区
土器群1遺物出土状況（全体）

E区
堆積土層断面（東西）

E区
竃出土状況
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